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９
月
30
日
（
土
）
本
部
会
員
運
営
委
員

会
発
足
30
周
年
記
念
行
事
で
日
立
製
作

所
創
業
社
長
小
平
浪
平
翁
生
誕
地
見
学

バ
ス
旅
行
を
実
施
し
た
。
生
家
見
学
後
に

栃
木
市
立
「
文
学
館
」
を
見
学
し
た
。
栃

木
市
出
身
で
日
立
製
作
所
の
創
業
者
小
平

浪
平
氏
（
１
８
７
４
〜
１
９
５
１
）
に
関

す
る
資
料
を
展
示
す
る
「
小
平
浪
平
翁
記

念
室
」
が
市
立
文
学
館
１
階
に
設
け
ら
れ
、

２
０
２
２
年
８
月
に
日
立
製
作
所
の
東
原

敏
昭
取
締
役
会
長
、
大
川
市
長
も
参
加
さ

れ
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た
。
記
念
室

に
は
、
創
業
期
に
造
ら
れ
た
５
馬
力
モ
ー

タ
（
複
製
）
や
、
小
平
氏
の
胸
像
等
が
展

示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
バ
ス
旅
行
を
計
画

す
る
中
で
６
月
に
下
見
で
文
学
館
を
訪
問

し
た
が
小
平
浪
平
氏
著
書
の
「
晃
南
日
記
」

が
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
入
っ
て
い
た
の
が
印

象
的
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
日
工
同
窓
会
の

会
報
や
記
念
誌
等
を
小
平
浪
平
翁
記
念
会

に
贈
呈
し
、
後
に
文
学
館
に
置
い
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
こ
と
で
下
記
の
著
書
12
冊

を
準
備
し
贈
呈
し
た
。

　

小
平
浪
平
翁
記
念
会
は
、
平
成
29
年

（
２
０
１
７
）
10
月
５
日
設
立
、
栃
木
商

工
会
議
所
に
事
務
局
を
お
き
、
会
長
に
は

大
川
吉
弘
氏
が
就
任
。
小
平
翁
の
功
績
と

も
の
づ
く
り
へ
の
経
営
理
念
を
次
世
代
に

向
け
て
顕
彰
し
、「
経
営
者
を
志
す
若
者

の
人
材
育
成
に
貢
献
す
る
」
と
と
も
に
「
地

方
経
済
の
発
展
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
令
和
２
年
１
月
に
開
塾
し
た

「
晃
南
塾
（
塾
長

：

福
山
裕
幸
氏
（
日
立

製
作
所 

名
誉
顧
問
）」
で
は
、
毎
月
定
例

の
勉
強
会
を
実
施
し
て
い
る
。

　

日
工
同
窓
会
は
、
本
記
念
会
に
平
成
30

年
12
月
に
入
会
し
て
い
る
。

　

当
日
は
、
栃
木
商
工
会
議
所
よ
り
大

川
特
別
顧
問
を
は
じ
め
、
國
保
専
務
理
事
、

和
久
井
係
長
、
手
塚
主
任
に
休
日
の
と
こ

ろ
来
館
い
た
だ
き
同
窓
会
今
泉
会
長
か
ら

記
念
会
大
川
会
長
に
目
録
が
贈
呈
さ
れ
た
。

贈
呈
し
た
著
書
は
以
下
の
通
り

一
、
晃
南
日
記　
　

著
書

：

小
平
浪
平

一
、
日
立
回
想
録　

著
書

：

高
尾
直
三
郎

一
、
技
術
王
国
を
つ
く
っ
た
男

　
　
　
　

創
業
者
・
小
平
浪
平
伝

　
　
　
　
　
　
　
　

著
書

：

加
藤　

勝
美

一
、
日
立
工
場
75
年
史

　
　
　
　
　
　
　
　

発
行

：

日
立
工
場

一
、
日
工
同
窓
会 

戦
前
の
会
報
そ
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　

発
行

：

日
工
同
窓
会

一
、
日
工
同
窓
会 

戦
前
の
会
報
そ
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　

発
行

：

日
工
同
窓
会

一
、
日
工
同
窓
会
報 

戦
後
の
会
報

　
　
　
　
　
　
　
　

発
行

：

日
工
同
窓
会

一
、
日
専
校
100
年
の
あ
ゆ
み

　
　
　
　
　

発
行

：

日
立
工
業
専
修
学
校

一
、
わ
れ
ら
日
立
の
底
流
た
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

発
行

：

日
工
同
窓
会

一
、
35
周
年
記
念
同
窓
会
報

　
　
　
　
　
　
　
　

発
行

：

日
工
同
窓
会

一
、
日
工
同
窓
会
50
周
年
記
念
誌

　
　
　
　
　
　
　
　

発
行

：

日
工
同
窓
会

一
、
日
工
同
窓
会
100
周
年
記
念
誌

　
　
　
　
　
　
　
　

発
行

：

日
工
同
窓
会

　

同
窓
会
本
部
と
し
て
も
小
平
浪
平
翁
記

念
会
を
支
援
し
、
互
恵
関
係
を
継
続
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

最
後
に
記
念
会
並
び
に
栃
木
市
の
益
々

の
ご
発
展
を
祈
念
し
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

事
務
局

：

石
井　

浩
（
58
卒
）

今
号
の
主
な
内
容

小
平
浪
平
翁
記
念
会
へ
書
籍
贈
呈　

１
面

表
彰
・
国
際
大
会
選
考
会
・
那
珂
支
部

実
習
生
歓
迎
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー　
　

２
面

日
立
・
那
珂
支
部
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ　

３
面

佐
和
支
部
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
・

　

在
会
10
・
25
年
同
期
会　
　
　

４
面

学
校
だ
よ
り　
　
　
　
　
　

５
〜
８
面

本
部
会
員
の
頁　
　
　
　
　

９
〜
12
面

日
専
校
歴
史
写
真　
　
　
　
　
　

13
面

表
彰
・
職
制
任
用
・

　

会
員
の
消
息
・
編
集
後
記　
　

14
面

小平浪平翁記念会（大川）会長（左）と今泉会長

小平浪平翁記念会へ書籍を贈呈
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左から酒井指導員（97卒）、田澤選手（105卒）、高橋指導員、木村指導員（101卒）

　

10
月
４
日
（
水
）
ホ
テ
ル 

ク
リ
ス
タ

ル
パ
レ
ス
に
て
10
月
か
ら
配
属
と
な
っ
た

実
習
生
の
歓
迎
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
実
施
し

た
。
参
加
者
は
実
習
生
15
名
、
今
年
度
入

社
の
108
回
卒
会
員
、
支
部
役
員
関
係
者
に

加
え
、
日
専
校
か
ら
は
今
泉
校
長
、
Ｈ
Ｈ

Ｔ
担
当
の
真
田
先
生
、
Ｈ
Ｍ
Ｓ
担
当
の
高

橋
先
生
に
も
参
加
を
い
た
だ
き
総
勢
42
名

で
の
実
施
と
な
っ
た
。

　

最
初
に
宮
内
支
部
長
（
78
卒
）
よ
り

実
習
生
に
向
け
て
歓
迎
の
挨
拶
、
今
泉
校

長
か
ら
は
学
校
の
近
況
報
告
と
実
習
生
を

引
き
受
け
て
く
れ
る
配
属
先
の
先
輩
た

ち
に
向
け
て
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

今
年
度
入
社
の
黒
木
さ
ん
（
108
卒
）
か
ら

は
実
習
生
に
向
け
て
「
自
分
達
も
１
年
前

の
こ
の
時
期
は
、
期
待
と
不
安
で
い
っ
ぱ

い
だ
っ
た
。
何
か
困
っ
た
こ
と
や
不
安
な

こ
と
が
あ

れ
ば
い
つ

で
も
自
分

達
を
頼
っ

て
ほ
し
い
」

と
暖
か
い

メ
ッ
セ
ー

ジ
が
送
ら

れ
た
。
そ

の
後
、
参

加
者
全
員

で
元
気
よ

く
乾
杯
し

懇
親
の
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー

が
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　

当
日
は
、

あ
い
に
く
の

雨
模
様
で
飲

食
は
室
内
を

利
用
し
、
全

員
が
屋
外
で

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、

諸
先
輩
方
が
実
習
生
の
為
に
肉
を
焼
い
て

は
運
ん
で
と
息
の
合
っ
た
連
携
プ
レ
ー
を

見
せ
て
い
た
。
あ
る
程
度
お
腹
が
満
た
さ

れ
て
く
る
と
、
実
習
生
の
方
か
ら
も
先
輩

に
話
し
掛
け
る
様
子
も
見
受
け
ら
れ
た
。

実
習
生
と
先
輩
会
員
の
間
で
は
、
部
活
動

や
寮
生
活
で
の
思
い
出
、
印
象
の
強
か
っ

た
先
生
に
つ
い
て
の
話
題
で
大
い
に
盛
り

上
が
っ
て
い
た
。
実
習
生
か
ら
の
自
己
紹

介
で
は
、
所
属
し
て
い
た
部
活
動
や
技
能

五
輪
に
挑
戦
す
る
こ
と
へ
の
意
気
込
み
な

ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
新
人
ら
し
く

緊
張
し
な
が
ら
も
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！
」
と
日
専
校
ら
し
い
大
き
な
挨
拶

を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
翌
日
も
実
習
生

は
笑
顔
で
元
気
に
出
勤
し
、
そ
の
表
情
を

見
る
と
少
し
は
緊
張
も
ほ
ど
け
た
よ
う
に

感
じ
た
。
４
月
に
は
、
彼
ら
を
109
回
卒
会

員
と
し
て
迎
え
入
れ
、
来
年
一
緒
に
実
習

生
の
歓
迎
会
を
実
施
で
き
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

記

：

安
藤　

泰
（
94
卒
）

◎
秋
の
褒
章 

黄
綬
褒
章
受
章

　

令
和
５
年
度
秋
の
褒
章
に
同
窓
生
よ
り

　

２
名
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

・
佐
川　

宏
智
氏
（
66
卒
）

　

日
立
産
機
シ
ス
テ
ム
受
変
電
制
御

　
　
　
　

シ
ス
テ
ム
事
業
部
製
造
部

・
滝　
　

安
夫
氏
（
70
卒
）

　

三
菱
重
工
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
事
業
部

　
　
　
　
　
　
　
　

発
電
機
製
造
部

◎
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
「
現
代
の
名
工
」

　

卓
越
し
た
技
能
を
持
つ「
現
代
の
名
工
」

　

が
11
月
10
日
に
厚
生
労
働
省
か
ら
発
表

・
渡
辺　

誠
二
氏
（
70
卒
・
日
研
支
部
）

・
高
橋　
　

忍
氏
（
72
卒
・
那
珂
支
部
）

　
　
　
　
　
　

次
号
に
て
詳
細
報
告

　
◎
令
和
５
年
度
茨
城
県
表
彰

○
特
別
功
労
者
表
彰

・
高
柳　

哲
也
氏
（
104
卒
・
日　

立
）

　

「
産
業
の
振
興
」
第
46
回
技
能
五
輪

　

国
際
大
会
「
溶
接
」
職
種
金
賞
受
賞

○
知
事
奨
励
賞
表
彰

・
塩
澤　

隼
人
氏
（
103
卒
・
土　

浦
）

　

「
産
業
の
振
興
」
第
46
回
技
能
五
輪

　

国
際
大
会
「
Ｃ
Ｎ
Ｃ
旋
盤
」
職
種
銀
賞

　

受
賞

○
功
績
者
表
彰

・
児
島　
　

強
氏
（
61
卒
・
本
部
会
員
）

　

元
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
茨
城
県
連

　

合
会
会
長
、
元
茨
城
県
労
働
者
福
祉
協

　

議
会
会
長

　

技
能
五
輪
国
際
大
会
「
Ｃ
Ｎ
Ｃ
旋
盤
職

種
」
の
日
本
代
表
選
手
選
考
会
が
10
月
８

日
か
ら
３
日
間
に
わ
た
り
三
重
県
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
選
考
会
は
、
昨
年
の
全

国
大
会
「
旋
盤
」
職
種
に
お
い
て
上
位
入

賞
者
４
名
が
、
国
際
大
会
に
準
じ
た
方
法

で
競
技
を
実
施
し
、
２
０
２
４
年
に
開
催

さ
れ
る
技
能
五
輪
国
際
大
会
（
フ
ラ
ン
ス

／ 

リ
ヨ
ン
）
の
「
Ｃ
Ｎ
Ｃ
旋
盤
」
職
種

へ
出
場
す
る
選
手
を
決
定
す
る
も
の
で
す
。

 

結
果
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
、
三
菱
重
工

業
を
破
り
、
見
事
１
位
を
獲
得
し
国
際
大

会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
日
立
を
代
表
し

て
出
場
し
た
田
澤
大
選
手
（
105
卒
） 

並
び

に
指
導
員
に
敬
意
を
表
し
ま
す

「
Ｃ
Ｎ
Ｃ
旋
盤
職
種
」国
際
大
会
出
場
決
定
！

田 

澤
　  

大

105

選
手（
　
卒
）

那
珂
支
部

た
ざ
わ

だ
い
む

那
珂
支
部
　
実
習
生
歓
迎
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
開
催
！

（株）日立ハイテク

トヨタ自動車（株）

トヨタ自動車（株）

三菱重工業（株）日立工場

田澤　大

総合順位総合得点氏　名会　 社　 名

208.950

197.538

192.192

184.525

1

2

3

4

No

①

②

③

④

2023  CNC旋盤  代表選手選考会  総合成績
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７
月
28
日
（
金
）、
ホ
テ
ル 

テ
ラ
ス 

ザ 

ス
ク
エ
ア 
日
立
に
て
、「
納
涼
ビ
ア

パ
ー
テ
ィ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
日
工

同
窓
会
日
立
支
部
と
し
て
２
０
１
９
年
７

月
依
頼
、
４
年
ぶ
り
の
開
催
で
あ
り
、
コ

ロ
ナ
禍
以
降
で
は
最
大
規
模
の
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
す
。
今
年
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
計
画
を
進
め
、
全
体
案
が
纏
ま
り
か

け
た
矢
先
、
７
月
に
入
る
と
全
国
的
な
コ

ロ
ナ
感
染
者
の
増
加
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が

聞
こ
え
、『
本
当
に
開
催
し
て
い
い
の
か
』

と
い
う
迷
い
も
生
じ
ま
し
た
が
、
会
員
の

方
々
に
日
工
同
窓
会
と
し
て
の
活
動
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
強
い
想
い

か
ら
断
念
す
る
事
無
く
、
当
日
を
迎
え

て
い
ま

す
。
大

き
な
不

安
を
抱

え
て
の

開
催
と

な
り
ま

し
た
が
、

当
日
は

事
業
所

幹
部
を

は
じ
め
、

議
員
団

の
皆
様

や
各
組

合
執
行
委
員
長
他
、
多
く
の
ご
来
賓
の

方
々
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
約
110
名
に

よ
る
大
盛
況
な
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
と
な
り
ま

し
た
。
歓
談
後
、
寮
歌
を
斉
唱
し
、
万
歳

三
唱
で
散
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の

皆
様
か
ら『
楽
し
か
っ
た
』『
来
年
も
頼
む
』

と
い
っ
た
ご
意
見
も
い
た
だ
き
、
日
立
支

部
と
し
て
「
納
涼
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
」
を
開

催
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
第
五
類
感
染
症

と
な
り
、
少
し
ず
つ
以
前
の
生
活
に
戻
り

は
じ
め
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
日
工
同

窓
会
日
立
支
部
と
し
て
会
員
の
皆
様
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
活
動
を
続
け
て
い
き

ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
　

 　
　
　

記

：

野
村　

公
彦
（
77
卒
）

　

来
た
る
８
月
２
日
（
水
）
ホ
テ
ル 

ク

リ
ス
タ
ル
パ
レ
ス
に
て
毎
年
恒
例
で
あ
っ

た
那
珂
支
部
ビ
ー
ル
祭
り
が
開
催
さ
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
４
年
ぶ

り
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
当
初
は

参
加
人
数
が
集
ま
る
の
か
心
配
の
声
も

あ
っ
た
が
当
日
は
、
会
社
か
ら
も
那
珂
地

区
生
産
本
部
の
塙
本
部
長
を
は
じ
め
多
く

の
ご
来
賓
の
方
に
も
参
加
頂
き
、
日
専
校

か
ら
も
萩
谷
教
頭
先
生
、
高
橋
先
生
に
参

加
い
た
だ
き
、
総
勢
148
名
と
過
去
最
大
規

模
で
の
実
施
と
な
っ
た
。

　

開
催
に
当
た
り
宮
内
支
部
長
（
78
卒
）

よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
久
し
ぶ
り
に
対
面
で

の
ビ
ー
ル
祭
り
を
開
催
で
き
る
こ
と
へ
の

感
謝
と
、
今
年
か
ら
通
常
活
動
を
再
開
し
、

同
窓
生
同
士
の
繋
が
り
を
活
性
化
し
て
い

き
た
い
と
の
熱
い
思
い
を
語
っ
た
。
乾
杯

の
音
頭
は
、
今
年
度
に
工
師
に
な
ら
れ
た

高
橋
忍
さ
ん
（
72
卒
）
の
発
声
で
懇
親
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

那
珂
支
部
と
し
て
は
、
こ
の
４
年
間
で

マ
リ
ン
サ
イ
ト
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
職
場
が
離
れ
て
し
ま
っ
た
会
員
も
い

た
が
、
久
々
の
再
会
に
各
テ
ー
ブ
ル
で
は

思
い
思
い
の
胸
の
内
と
ビ
ー
ル
を
口
に
し

な
が
ら
尽
き
な
い
話
題
で
大
い
に
盛
り
上

が
っ
て
い
た
。
新
入
会
員
紹
介
で
は
４
年

間
の
行
事
自
粛
に
よ
り
紹
介
の
機
会
が
無

か
っ
た
、
105
〜
108
回
卒
会
員
に
自
己
紹
介

を
し
て
も
ら
い
、
皆
緊
張
し
て
い
る
様
子

で
あ
っ
た
が
、
個
性
豊
か
な
面
々
が
「
お

ば
ん
で
す
！
」
と
元
気
な
挨
拶
を
行
っ
た
。

恒
例
の
抽
選
会
で
は
、
豪
華
賞
品
の
当
選

者
が
発
表
さ
れ
る
た
び
に
喝
采
が
上
が
り
、

一
番
の
盛
り
上
が
り
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
は
、
鎌
田
政
人
さ
ん
（
74
卒
）

の
指
揮
で
全
員
が
肩
を
組
み
な
が
ら
日
専

校
校
歌
・
寮
歌
の
合
唱
を
行
い
、
軍
司
副

支
部
長
（
77
卒
） 

の
締
め
で
祭
り
に
幕
を

下
ろ
し
た
。
運
営
に
当
た
っ
た
支
部
役
員

は
、
４
年
ぶ
り
の
行
事
実
施
に
当
た
り
苦

労
や
不
安
も
多
く
あ
っ
た
が
、
笑
顔
で
散

会
す
る
会
員
を
見
て
改
め
て
本
会
が
再
開

で
き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
感
じ
た
と
同
時

に
、
ま
た
来
年
も
多
く
の
参
加
者
を
募
り

盛
大
に
開
催
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
。　
　

 

記

：

安
藤　

泰
（
94
卒
）

日
立
支
部

「
納
涼
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
」
開
催
さ
れ
る
！

那
珂
支
部
　
納
涼
ビ
ー
ル
祭
り
開
催
！
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、
自
粛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
日
工
同

窓
会
佐
和
支
部
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
、『
納

涼
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
』
が
今
年
度
、
４
年
ぶ

り
に
開
催
を
果
た
し
ま
し
た
。
例
年
通

り
、
夜
勤
者
を
考
慮
し
て
週
末
の
９
月
８

日
（
金
）
と
15
日
（
金
）
の
２
週
に
分
け

て
の
開
催
と
し
、
合
計
198
名
の
参
加
の
中
、

盛
大
に
実
施
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
開
催
、
準
備
に
辺
り
、
大
変
不

安
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
４
年
ぶ

り
の
開
催
に
よ
る
、
準
備
経
験
者
不
足

で
す
。
支
部

役
員
も
４
年

前
と
大
き
く

変
化
し
て
い

る
こ
と
も
あ

り
、
情
報
の

入
手
、
さ
ら

に
は
コ
ロ
ナ

を
鑑
み
た
感

染
予
防
を
し

た
上
で
の
開

催
と
い
う
こ

と
で
、
出
来

る
こ
と
は
何

か
等
、
や
る

こ
と
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で

し
た
が
、
そ

こ
は
日
専
校

の
繋
が
り
の

凄
さ
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。
年
齢
関
係
な

く
同
窓
会
会
員
が
一
致
団
結
し
て
協
力
・

連
携
し
、
開
催
当
日
ま
で
ほ
ぼ
ス
ム
ー
ズ

に
進
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
本
当
に

日
専
校
の
繋
が
り
っ
て
凄
い
！
と
改
め
て

実
感
し
た
期
間
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
１
回
目
の
開
催
当

日
で
す
。
こ
う
い
っ
た
久
々
の
開
催
に
は

何
か
問
題
が
つ
き
も
の
と
は
言
い
ま
す
が
、

本
当
に
起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
台
風
直

撃
で
す
。
天
気
予
報
で
開
催
当
日
に
台
風

が
来
る
こ
と
も
予
報
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
祈
り
む
な
し
く
、
台
風
は
直
撃
し
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
行
委
員
の
万

　

２
０
２
３
年
６
月
３
日
（
土
）
に
、
ホ

テ
ル 

テ
ラ
ス 

ザ 

ス
ク
エ
ア
日
立
に
お
い

て
在
会
10
年
（
99
卒
）
同
期
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
開
催
前
日
に
日
本
列
島
へ
接

近
し
た
台
風
２
号
の
影
響
に
よ
り
公
共
交

通
機
関
が
乱
れ
、
遠
方
の
参
加
者
が
参
加

で
き
な
い
事
態
に
な
る
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ

た
も
の
の
13
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
集
ま
る

こ
と
が
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

久
々
に
集
う
同
期
会
は
様
々
な
話
で
大
変

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
次
回
開
催
す
る
際

に
は
、
も
っ
と
多
く
の
人
数
で
盛
大
に
開

催
で
き
る
よ
う
そ
れ
ぞ
れ
が
声
掛
け
な
ど

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
同
期
会
の
取
り
ま
と
め
や
企
画

を
し
て
い
た
だ
い
た
同
窓
会
本
部
を
は
じ

め
と
す
る
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

：

櫻
庭　

健
吾

　

７
月
８
日
（
土
）
に
勝
田
駅
近
く
の
馬

肉
料
理 

茨
城
地
酒 

一
九
に
お
い
て
、
在

会
25
年
を
迎
え
た
84
卒
の
同
期
会
が
開
催

さ
れ
た
。
同
期
会
の
参
加
人
数
は
５
名
の

少
数
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
居
酒
屋

で
の
飲
み
会
形
式
の
開
催
と
な
っ
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
五
類
感

染
症
に
移
行
し
た
事
で
、
制
限
が
緩
和
さ

れ
集
ま
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。
乾
杯

か
ら
始
ま
り
、
記
念
撮
影
の
あ
と
歓
談
と

な
っ
た
。
学
校
で
の
思
い
出
や
会
社
生
活
、

そ
し
て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
ど
の
話
に
花
が

咲
き
、
楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
い
っ
た
。
我
々
84
卒
は
43
歳
に
な

る
年
で
あ
る
た
め
、
会
社
で
も
中
心
的
な

存
在
に
な
り
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
な
い

人
が
多
く
少
数
参
加
に
な
っ
た
の
だ
と

感
じ
て
い
る
。

今
回
の
メ
ン

バ
ー
で
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー

プ
を
作
成
し

た
。
ど
ん
ど

ん
同
期
メ
ン

バ
ー
を
招
待

し
、
次
回
は

も
っ
と
多
く

の
同
期
と
語
り
合
い
た
い
。

　

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
同
期
会
開
催
に

あ
た
り
同
窓
会
役
員
の
方
々
に
は
、
多
大

な
る
ご
尽
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。　
　
　
　
　

   

記

：

村
上　

貴

全
な
準
備
も
あ
り
参
加
予
定
の
皆
さ
ん
は
、

土
砂
降
り
の
大
雨
、
強
風
が
吹
き
荒
れ
る

中
、
び
し
ょ
濡
れ
に
な
り
な
が
ら
参
加
い

た
だ
き
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
無
く
無
事

終
了
で
き
ま
し
た
。
き
っ
と
忘
れ
ら
れ
な

い
納
涼
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
ん
な
大
変
な
シ
チ
ュ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
乗
り
越
え
た
私
た
ち
は
も

う
怖
い
も
の
な
し
で
す
。
２
回
目
の
開
催

に
つ
い
て
は
、
問
題
な
く
、
楽
し
く
開
催

し
、
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

久
々
の
同
窓
会
会
員
と
の
顔
合
わ
せ
、

肩
を
組
ん
で
の
校
歌
・
寮
歌
斉
唱
は
皆
さ

ん
に
と
っ
て
も
、
と
て
も
充
実
し
た
思
い

出
に
残
る
納
涼
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
来
年
こ
そ
は
、
晴
天
で
の

開
催
を
祈
っ
て
更
に
佐
和
支
部
の
発
展
と

同
窓
会
会
員
の
親
睦
の
場
を
継
続
し
て
実

施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

記

：

鈴
木　

常
右（
73
卒
）

佐
和
支
部
納
涼
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
開
催

在
会
10
年
同
期
会
を
開
催

在
会
25
年
同
期
会
を
開
催
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２
０
２
３
年
９
月
か
ら　

月
ま
で
の

資
格
試
験
一
覧

 　

こ
の
期
間
に
日
専
校
生
が
取
り
組
ん

だ
資
格
・
検
定
試
験
の
一
覧
を
記
載
す
る
。

●
９
月
３
日　

品
質
管
理
（
Ｑ
Ｃ
）
検
定

　

４
級
（
３
年
）

●
９
月
５
日　

技
能
士
２
級
電
子
機
器
組 

　

立
て
実
技
（
３
年
電
気
科
）

●
10
月
６
日　

実
用
英
語
技
能
検
定
１
次
、

　

11
月
５
日 

２
次
（
全
学
年
）

●
10
月
13
日　

リ
ス
ニ
ン
グ
英
語
検
定 

　

（
２
年
全
員
）

●
10
月
23
日　

溶
接
技
能
者
評
価
試
験

　

（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
検
定
）（
２
年
溶
接
科
）

●
11
月
17
日　

計
算
技
術
検
定 

　

（
１
、２
年
）

１
年
生
工
場
見
学

　

９
月
６
日
、
日
立
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
水
戸
事

業
所
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
生
徒
は
貴
重

な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
コ
ロ
ナ
感

染
も
落
ち
着
か
な
い
状
況
、
ま
た
は
業
務
多

忙
の
中
で
、
本
校
生
の
見
学
を
受
け
入
れ
て

く
だ
さ
っ
た
事
業
所
の
皆
様
に
御
礼
申
し
上

げ
た
い
。
こ
の
見
学
は
、
１
学
年
後
期
10
月

か
ら
の
科
分
け
に
関
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
と

し
て
、「
工
場
を
訪
問
し
、
実
際
に
現
場
を

見
学
す
る
こ
と
で
、
よ
り
正
し
い
認
識
を
持

た
せ
る
こ
と
」「
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え

さ
せ
、
科
選
択
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
に

11

す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
る
。
電
気
・

機
械
・
溶
接
の
各
現
場
を
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
生
徒
は
将
来
の
働
く
イ
メ
ー
ジ
が
構

築
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。
以
下
、
帰
校
後
の

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
出
た
感
想
を
掲
載
す
る
。

・
今
の
気
持
ち
だ
け
で
科
を
選
ば
ず
に
、
将

　

来
の
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
、
自
分
が
何

　

を
し
た
い
か
を
考
え
、
科
を
真
剣
に
選
び

　

た
い
と
思
っ
た
。

・
３
年
後
に
働
い
て
い
る
自
分
を
想
像
し
な

　

が
ら
見
学
を
し
た
。
電
気
科
だ
と
考
え
て

　

い
た
が
、
今
日
の
見
学
で
他
職
場
も
興
味

　

深
く
、
ど
の
科
を
選
ぶ
か
を
も
っ
と
深
く

　

考
え
よ
う
と
思
っ
た
。

・
実
際
に
現
場
を
見
る
こ
と
で
、
仕
事
に
つ

　

い
て
の
イ
メ
ー
ジ
や
「
自
分
が
や
っ
て
い

　

た
ら
」
な
ど
の
想
像
が
で
き
、
科
分
け
選

　

択
の
材
料
に
な
っ
て
と
て
も
良
か
っ
た
。

・
工
場
見
学
を
行
い
、
様
々
な
職
種
や
役
割

　

が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
自
分
の
将
来
の
イ

　

メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

１
年
生
は
入
学
し
て
半
年
経
過
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
他

校
に
は
無
い
「
日
専
校
で
学
ん
で
い
る
醍
醐

味
」
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
学

校
で
の
教
育
を
元
に
、
事
業
所
と
の
連
携
を

活
か
し
て
、
各
事
業
所
へ
優
秀
な
人
財
を
送

り
出
せ
る
よ
う
指
導
し
て
い
き
た
い
。

２
年
生
新
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　

後
期
10
月
か
ら
、
３
年
生
が
学
校
を
離

れ
、
各
配
属
工
場
で
終
日
実
習
が
始
ま
る
。

学
校
は
２
年
生
が
主
体
の
体
制
に
変
わ
る
。

そ
の
た
め
、
学
校
、
寮
、
部
活
動
の
各
リ
ー

ダ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
３
年
生
か
ら
２
年
生
主
体

に
引
き
継
ぐ
べ
く
研
修
会
を
実
施
し
た
。
昨

年
度
ま
で
は
、
学
校
は
生
徒
会
、
寮
は
寮
役

員
、
部
活
動
は
部
活
動
リ
ー
ダ
ー
の
３
つ
の

組
織
が
そ
れ
ぞ
れ
運
営
し
て
い
た
が
、
今
年

度
か
ら
、
考
動
ア
ク
シ
ョ
ン
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
そ
こ
に
学
校
、
寮
、
部
活
動
の
各
委

員
会
を
置
き
、
統
一
し
て
運
営
し
て
い
く
こ

と
に
組
織
変
更
し
た
。
研
修
で
は
、
こ
の
１

年
間
の
振
り
返
り
、
反
省
、
こ
れ
か
ら
の
目

標
、
計
画
な
ど
を
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
議
論

し
、
最
後
に
全
体
で
発
表
し
て
内
容
を
共
有

し
た
。
３
年
生
の
旧
リ
ー
ダ
ー
に
は
、
こ
の

１
年
間
、
コ
ロ
ナ
禍
で
例
年
通
り
に
実
行
で

き
な
い
中
、
こ
れ
を
契
機
に
運
営
方
法
を
よ

り
良
く
見
直
し
、
実
行
し
て
く
れ
た
。
そ
の

努
力
に
感
謝
し
た
い
。
新
体
制
に
も
良
き
伝

統
を
引
き
継
ぐ
と
同
時
に
、
改
善
を
実
行

し
、
生
徒
自
身
が
有
意
義
な
学
校
、
寮
、
部

活
動
に
で
き
る
よ
う
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
て
ほ
し
い
。

学
校
委
員
会
「
誰
か
の
た
め
に

　

 

す
す
ん
で
考
動
で
き
る
人
財
」

委
員
長　

２
年
電
気
科　

猪
口　

健
太

　

こ
ん
に
ち
は
。

学
校
委
員
会
委
員

長
に
な
り
ま
し
た

猪
口
健
太
で
す
。

ま
だ
ま
だ
自
分
自

身
に
足
り
な
い
部
分
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、

不
安
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
考
動
ア
ク

シ
ョ
ン
委
員
会
の
４
人
の
委
員
長
と
協
力
し

て
い
き
、
新
た
な
動
き
を
取
り
入
れ
て
い
き
、

生
徒
全
員
が
成
長
で
き
る
学
校
を
つ
く
り
あ

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
一
人

ひ
と
り
が
も
っ
と
主
体
的
に
動
け
る
よ
う
に
、

生
徒
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
け
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
！
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

寮
委
員
会
「
み
ん
な
で
作
ろ
う

                   

住
み
や
す
い
寮
」

委
員
長　

２
年
電
気
科　

草
野　

環
太

　

こ
ん
に
ち
は
。

こ
の
度
、
寮
委
員

会
委
員
長
と
な
り

ま
し
た
草
野
環
太

で
す
。
不
安
な
所

は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
去
年
の
良
い
習
慣
は

そ
の
ま
ま
継
続
し
て
行
い
、
問
題
点
を
改
善

し
て
い
っ
て
、
よ
り
良
い
寮
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。
ま
た
、
寮
生
活
を
通
し
て
寮
生

一
人
ひ
と
り
が
人
間
力
を
向
上
で
き
る
よ
う
、

相
互
の
指
摘
と
気
遣
い
を
重
視
し
、
日
専
校

生
と
し
て
高
い
基
準
を
つ
く
り
上
げ
て
い
き

ま
す
。
今
後
も
寮
生
活
を
通
じ
て
成
長
し
続

け
、
会
社
で
必
要
と
さ
れ
る
人
間
力
を
身
に

付
け
、
良
い
人
財
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
！
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

部
活
動
委
員
会
「
部
活
動
を

　
　
　

通
じ
た
人
間
力
の
向
上
」

委
員
長　

２
年
電
気
科　

海
老
沼　

凛
乙

　

こ
ん
に
ち
は
。

こ
の
度
、
部
活
動

委
員
会
委
員
長
と

な
り
ま
し
た
海
老

沼
凛
乙
で
す
。
今

年
か
ら
新
し
く
始
ま
る
委
員
会
な
の
で
不
安

は
あ
り
ま
す
が
、
部
活
動
を
よ
り
よ
い
成

長
の
場
に
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
ま

た
、
先
生
方
や
仲
間
と
協
力
し
て
、
部
活
動

を
も
っ
と
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
部
活
動
を
通
し
て
成
長

し
、
日
立
グ
ル
ー
プ
の
各
工
場
で
即
戦
力
に

な
れ
る
人
財
を
目
指
し
、
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

１年生工場見学

部活動リーダー研修会

学
校
だ
よ
り
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2
級
電
子
機
器
組
立
て
実
技

　

技
能
検
定
「
２
級
電
子
機
器
組
立
て
作

業
」
の
資
格
取
得
を
め
ざ
し
、
３
年
電

気
科
電
子
コ
ー
ス
内
22
名
は
８
月
27
日
に

学
科
試
験
、
９
月
５
日
に
実
技
試
験
に
臨

ん
だ
。
本
校
で
行
わ
れ
た
学
科
試
験
で

は
、
全
員
が
日
頃
の
学
習
成
果
を
発
揮
し

た
。
電
子
実
習
室
で
行
わ
れ
た
実
技
試
験

で
は
、
４
月
か
ら
の
電
気
実
習
（
実
質
80

時
間
）
を
通
し
て
習
得
し
た
技
能
を
発
揮

し
、
全
員
が
課
題
を
提
出
で
き
た
。
今
年

度
は
、
昨
年
ま
で
実
施
し
て
い
た
部
活
動

時
間
や
休
日
を
利
用
し
た
、い
わ
ゆ
る「
補

習
」
を
排
除
す
る
こ
と
を
決
め
、
与
え
ら

れ
た
実
習
時
間
の
中
で
効
率
的
な
技
能
習

得
を
図
っ
て
き
た
。
効
率
化
を
図
る
上

で
、
昨
年
に
引
き
続
き
Ｉ
Ｔ
機
器
の
活
用

は
も
ち
ろ
ん
、
生
徒
自
身
が
「
安
全
、
品

質
、
納
期
、
コ
ス
ト
」
に
視
点
を
お
い
た

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
す
習
慣
付
け
等

を
行
っ
た
。
ま
た
、「
工
場
で
活
き
る
技

能
習
得
」
を
テ
ー
マ
に
作
業
方
法
や
使
用

工
具
の
見
直
し
に
も
取
り
組
ん
だ
。
今
後

は
、
こ
れ
ま
で
習
得
し
た
技
術
・
技
能
の

み
な
ら
ず
「
製
品
」
に
対
す
る
考
え
方
を

生
徒
各
々
が
活
か
し
て
く
れ
る
こ
と
に
期

待
す
る
。
な
お
、
本
受
験
結
果
は
、
９
月

30
日
に
茨
城
県
職
業
能
力
開
発
協
会
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
さ
れ
、
12
名
が
合
格
し
た
。
今
後
、

生
徒
の
主
体
性
を
育
ん
だ
上
で
結
果
に
繋

げ
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。

若
年
者
も
の
づ
く
り
競
技
大
会

入
賞
者
茨
城
県
知
事
表
敬
訪
問

　

８
月
に
静
岡
県
で
開
催
さ
れ
た
「
第
18

回
若
年
者
も
の
づ
く
り
競
技
大
会
」
に
本

校
か
ら
出
場
し
て
入
賞
を
果
た
し
た
後
藤

宙
那
（
旋
盤
職
種
）、
三
代
健
人
（
フ
ラ

イ
ス
盤
職
種
）、
鴨
川
生
、
松
岡
怜
良
（
メ

カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
職
種
）
の
４
名
が
９
月
15

日
に
茨
城
県
庁
を
訪
問
し
、
大
井
川
和
彦

県
知
事
に
受
賞
を
報
告
し
た
。
本
大
会
は
、

学
校
な
ど
で
も
の
づ
く
り
を
学
ぶ
20
歳
以

下
の
学
生
お
よ
び
生
徒
を
対
象
と
し
、
競

技
内
容
は
、
制
限
時
間
内
に
与
え
ら
れ
た

課
題
の
組
立
精
度
や
出
来
栄
え
な
ど
を
競

う
も
の
で
あ
る
。
当
日
は
、
各
選
手
よ
り

大
井
川
知
事
へ
、
旋
盤
・
フ
ラ
イ
ス
盤
・

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
競
技
の
特
徴
や
工
夫

点
な
ど
、
各
職
種
の
課
題
・
写
真
を
見
て

い
た
だ
き
な
が
ら
丁
寧
に
紹
介
し
た
。
最

後
に
大
井
川
知
事
よ
り
「
今
後
も
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
」
と
激
励
の
お
言
葉
を

い
た
だ
い
た
。
選
手
４
名
は
、「
次
は
技

能
五
輪
全
国
大
会
で
活
躍
し
、
ま
た
県
知

事
に
良
い
結
果
を
報
告
出
来
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

３
年
生
工
場
実
習
前
面
接
、

　
　
　
　
　

工
場
実
習
開
始

　

例
年
、
日
専
校
で
は
３
年
生
に
な
る
と
、

就
職
に
つ
い
て
現
実
的
に
意
識
し
始
め
る
。

部
活
動
の
、
３
年
生
に
と
っ
て
は
最
後
の

大
き
な
大
会
と
両
立
し
な
が
ら
、
ま
ず
は

６
月
の
前
期
中
間
試
験
に
力
を
注
ぐ
。
夏

休
み
前
に
実
習
先
が
決
ま
り
、
履
歴
書
の

作
成
に
着
手
す
る
。
夏
休
み
が
明
け
れ
ば

前
期
期
末
試
験
や
、
実
習
先
工
場
の
方
と

の
面
接
を
経
て
、
９
月
末
に
校
内
で
３
日

間
の
実
習
前
教
育
を
受
け
る
。
こ
の
教
育

内
で
、
校
長
先
生
の
訓
話
、
生
徒
指
導
・

安
全
衛
生
講
話
に
よ
り
、
実
習
に
向
け
て

気
持
ち
を
引
き
締
め
、
整
え
て
い
く
。
さ

ら
に
外
部
講
師
を
招
い
て
、
安
全
な
社
会

生
活
を
送
る
た
め
の
知
識
を
教
示
い
た
だ

き
、
成
人
す
る
に
あ
た
っ
て
の
意
識
も
高

め
る
。
こ
う
し
て
、
入
学
し
て
か
ら
の
２

年
６
ヶ
月
の
学
校
生
活
を
終
え
、
今
年
10

月
３
日
、
無
事
に
全
員
が
実
習
初
日
を
迎

え
た
。
一
緒
に
学
ん
だ
友
と
も
離
れ
、
社

会
に
向
け
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

Ａ
ｕ
ｔ
ｏ 

Ｃ
Ａ
Ｄ
基
礎
講
座

　

９
月
25
日
、
26
日
、
日
専
校
実
習
棟
の

視
聴
覚
室
に
お
い
て
、
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ 

Ｃ
Ａ

Ｄ
基
礎
講
座
を
開
催
し
、
３
年
生
の
技
能

五
輪
候
補
生
お
よ
び
希
望
者
１
７
名
が
受

講
し
た
。
日
専
校
で
は
２
年
生
ま
で
ド
ラ

フ
タ
ー
を
使
っ
た
手
書
き
の
製
図
実
習
を
、

３
年
生
で
は
読
図
の
授
業
を
行
っ
て
い
る

が
、
技
能
五
輪
の
職
種
お
よ
び
事
業
所
の

職
場
で
も
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
使
っ
た
製
図
が
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
２
０
２
１
年
度
か
ら
本

講
座
を
開
催
し
て
い
る
。
２
日
間
と
い
う

短
期
間
で
あ
っ
た
た
め
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
機
能

を
十
分
に
マ
ス
タ
ー
す
る
ま
で
に
は
至
ら

な
か
っ
た
が
、
受
講
生
は
興
味
を
持
っ
て

楽
し
み
な
が
ら
作
図
と
読
図
を
学
べ
る
有

意
義
な
体
験
に
な
っ
た
。

１
年
生
科
分
け
、
後
期
授
業
開
始

　

１
年
生
の
前
期
半
年
間
は
、
電
気
、
機

械
、
溶
接
の
科
分
け
を
せ
ず
、
専
門
科
目

や
実
習
に
お
い
て
も
、
全
員
が
同
じ
授
業

を
受
け
る
。
専
門
座
学
で
は
「
工
業
基
礎
」

「
電
気
回
路
」
な
ど
で
工
業
系
の
基
礎
を
学

び
、
実
習
で
は
電
気
実
習
、
機
械
実
習
（
旋

盤
、
仕
上
げ
）
で
基
礎
的
な
技
能
を
修
得

す
る
。
10
月
の
後
期
か
ら
は
３
つ
の
科
に

分
か
れ
て
、
よ
り
専
門
的
な
学
習
が
始
ま

る
。
そ
こ
に
向
け
て
、
工
場
見
学
（
電
気
、

機
械
、
溶
接
の
各
配
属
現
場
を
見
学
）、
溶

接
実
習
体
験
、
希
望
ア
ン
ケ
ー
ト
、
生
徒

と
担
任
と
の
面
談
を
経
て
科
分
け
を
行
う
。

ク
ラ
ス
と
し
て
は
、
電
気
科
と
機
械
溶
接

科
（
人
数
的
に
機
械
科
と
溶
接
科
を
１
ク

ラ
ス
と
し
、
専
門
授
業
の
時
だ
け
分
か
れ

る
）
の
２
ク
ラ
ス
体
制
と
な
る
。
２
年
生

も
含
め
て
、
10
月
４
日
か
ら
後
期
授
業
が

開
始
さ
れ
た
。
前
期
か
ら
続
く
科
目
も
あ

る
が
、
専
門
で
は
新
た
に
始
ま
る
科
目
も

あ
る
。
将
来
、
自
分
が
仕
事
と
す
る
専
門

分
野
な
の
で
、
数
学
、
英
語
な
ど
の
一
般

科
目
も
合
わ
せ
て
、
基
礎
を
理
解
し
た
上

で
、
よ
り
深
く
学
習
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

１
年
生
安
全
体
感
研
修

　

日
立
事
業
所
高
等
職
業
訓
練
校
実
習
場

２
階
で
、
１
年
生
全
員
が
６
グ
ル
ー
プ
に

別
れ
て
Ｖ
Ｒ
体
感
教
育
を
受
講
し
た
。
安

全
の
概
要
説
明
や
Ｖ
Ｒ
教
育
を
受
け
、
日

常
で
は
体
感
で
き
な
い
貴
重
な
経
験
と

な
っ
た
。
今
回
の
受
講
で
生
徒
た
ち
の
安

全
意
識
も
更
に
向
上
す
る
と
考
え
る
。

２級電子機器組立て実技

ＡｕｔｏＣＡＤ基礎講座

若年者ものづくり競技大会入賞者茨城県知事訪問

（
７
頁
へ
続
く
）
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１
年
機
械
科　

黑
﨑　

優
人

　

私
は
今
回
の
安
全
体
感
を
受
講
し
て
多

く
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

講
義
で
は
、
講
師
の
方
が
工
場
の
安
全
の

大
切
さ
を
学
校
以
上
に
詳
し
く
教
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
の
実
例
と

し
て
、
階
段
転
倒
、
飛
来
落
下
、
キ
ッ
ク

バ
ッ
ク
の
３
つ
に
つ
い
て
、
Ｖ
Ｒ
を
使
っ

て
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ど
れ

も
実
際
に
起
き
た
ら
恐
ろ
し
く
、
改
め
て

災
害
の
怖
さ
を
実
感
で
き
、
こ
れ
ら
を
被

災
し
な
い
た
め
に
も
良
い
経
験
で
し
た
。

私
は
こ
の
安
全
体
感
を
通
し
て
、
日
頃
の

Ｒ
Ｋ
Ｙ
の
重
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
質
の
高
い
Ｒ
Ｋ
Ｙ
を
行
い
、
事

故
や
怪
我
を
防
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
１
年
生
は
、
あ
と
２
年
で
工

場
実
習
が
始
ま
り
ま
す
。
今
回
の
安
全
体

感
を
活
か
し
、
日
々
の
学
校
生
活
の
様
々

な
場
面
で
安
全
に
気
を
つ
け
て
生
活
し
、

工
場
生
活
に
備
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

田
中
憲
一
執
行
役
常
務

　
　
　
　
　
　

来
校
・
講
話

　

10
月
13
日
、
日
立
本
社
よ
り
田
中
憲
一

執
行
役
常
務
Ｄ
ｅ
ｐ
ｕ
ｔ
ｙ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
Ｏ
兼

人
財
統
括
本
部
人
事
勤
労
本
部
長
が
来
校

さ
れ
、
全
校
生
徒
と
教
職
員
へ
講
話
を
い

た
だ
い
た
。「
日
立
の
概
要
と
日
専
校
の

皆
さ
ん
へ
の
期
待
」
と
題
さ
れ
た
講
話
は
、

日
立
創
業
と
日
専
校
創
立
か
ら
始
ま
り
、

現
在
の
日
立
グ
ル
ー
プ
の
状
況
、
中
期
経

営
計
画
目
標
、
求
め
ら
れ
る
人
財
・
組
織

像
、
技
能
五
輪
の
実
績
と
続
い
た
。
最
後

に
日
専
校
の
生
徒
へ
の
期
待
と
し
て
、
①

も
の
づ
く
り
人
財
の
重
要
度
②
デ
ジ
タ
ル

化
へ
の
対
応
③
学
び
続
け
る
こ
と
で
成
長

し
、
働
き
が
い
、
生
き
が
い
を
得
る
こ
と

④
人
間
力
を
身
に
付
け
、
仲
間
を
信
頼
し
、

信
頼
さ
れ
る
人
に
な
る
こ
と
を
話
さ
れ
た
。

講
話
の
御
礼
と
し
て
、
考
動
ア
ク
シ
ョ
ン

委
員
会
委
員
長
の
２
年
電
気
科
崎
川
真

之
介
が
、
日
専
校
で
学
び
続
け
て
、
日
立

グ
ル
ー
プ
で
活
躍
で
き
る
人
財
に
な
る
こ

と
を
誓
っ
た
。
ま
た
、
11
月
に
愛
知
県
で

開
催
さ
れ
る
、
第
61
回
技
能
五
輪
全
国
大

会
電
気
溶
接
職
種
に
、
日
専
校
在
校
生
と

し
て
出
場
す
る
３
年
溶
接
科
の
黒
田
大
貴
、

佐
藤
琉
両
名
が
決
意
を
表
明
し
た
。
田
中

常
務
は
「
日
専
校
の
皆
さ
ん
、
日
立
と
一

緒
に
成
長
し
続
け
ま
し
ょ
う
」
と
生
徒
を

激
励
さ
れ
て
会
場
を
後
に
さ
れ
た
。

１
年
生
社
史
見
学

　

秋
の
好
天
に
恵
ま
れ
た
10
月
19
日
、
１

年
生
の
社
史
見
学
会
を
実
施
し
た
。
今
年

度
は
日
立
オ
リ
ジ
ン
パ
ー
ク
・
熊
野
神
社
・

日
鉱
記
念
館
を
ク
ラ
ス
毎
に
分
か
れ
て

見
学
し
た
。
オ
リ
ジ
ン
パ
ー
ク
で
は
、
各

ク
ラ
ス
を
２
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ

れ
案
内
者
を
つ
け
て
説
明
い
た
だ
く
な
ど

手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、

熊
野
神
社
で
は
神
社
説
明
、
参
拝
の
作
法

に
加
え
、
日
専
校
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

ま
で
い
た
だ
き
、
大
変
心
に
残
る
参
拝
と

な
っ
た
。
今
回
も
ス
マ
ホ
で
回
答
す
る
ク

イ
ズ
が
出
た
た
め
、
み
な
100
点
を
め
ざ
し
、

興
味
を
持
っ
て
見
学
に
臨
ん
で
い
た
。
日

専
校
で
は
、
社
史
見
学
会
を
日
立
製
作
所

と
学
校
の
歴
史
を
実
地
で
学
べ
る
貴
重
な

機
会
と
位
置
づ
け
、
今
後
も
継
続
実
施
し

て
い
く
。

 

茨
城
県
高
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

 

新
人
大
会 

男
子
個
人
戦
第
２
位

                   

団
体
戦
ベ
ス
ト
８

　

10
月
下
旬
の
県
北
地
区
予
選
結
果
に
よ

り
、
団
体
戦
（
２
位
通
過
）
と
個
人
戦
２

ペ
ア
が
県
新
人
大
会
に
出
場
し
た
。
初
日

11
月
３
日
の
個
人
戦
で
は
、大
内
拓
海（
２

年
溶
接
科
）・
鈴
木
玲
音
（
２
年
機
械
科
）

ペ
ア
は
２
回
戦
か
ら
の
出
場
と
な
っ
た
が
、

地
区
１
位
の
実
力
を
発
揮
し
て
、
２
回
戦

か
ら
準
々
決
勝
ま
で
の
４
試
合
で
、
失

ゲ
ー
ム
１
と
、
圧
倒
し
て
準
決
勝
ま
で
進

ん
だ
。
一
方
の
山
本
歩
・
嶋
田
龍
聖
（
い

ず
れ
も
１
年
機
械
科
）
ペ
ア
は
、
地
区
予

選
で
、
ギ
リ
ギ
リ
で
の
通
過
と
な
っ
た
が
、

初
戦
（
１
回
戦
）
を
僅
差
で
勝
つ
と
、
２

回
戦
で
は
県
西
地
区
１
位
の
ペ
ア
を
破
っ

て
ベ
ス
ト
32
と
な
っ
た
。
ベ
ス
ト
16
入
り

（
次
大
会
シ
ー
ド
）
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、

地
区
予
選
後
の
努
力
が
形
に
な
っ
た
。
大

内
・
鈴
木
ペ
ア
は
、
準
決
勝
で
王
者
・
霞
ヶ

浦
高
校
の
主
力
ペ
ア
と
対
戦
し
、「
ダ
ブ

ル
フ
ォ
ワ
ー
ド
」
と
い
う
変
則
的
な
陣
形

を
取
る
相
手
に
４

－

１
で
勝
利
し
て
決

勝
に
進
出
し
た
。
決
勝
で
は
、
霞
ヶ
浦
の

エ
ー
ス
で
、
１
年
生
な
が
ら
国
体
に
も
出

場
し
た
ペ
ア
に
ゲ
ー
ム
カ
ウ
ン
ト
３

－

２
と
リ
ー
ド
す
る
が
、
逆
転
を
許
し
て
惜

し
く
も
準
優
勝
と
な
っ
た
。
県
個
人
戦
に

お
け
る
ベ
ス
ト
４
以
上
の
進
出
は
、
創
部

初
で
あ
る
。
11
月
４
日
の
団
体
戦
初
日
で

は
危
な
げ
な
く
ベ
ス
ト
16
ま
で
進
み
、
２

日
目
へ
勝
ち
残
っ
た
。
本
校
は
、
こ
こ
２

年
間
の
関
東
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
両
県
予

選
に
お
い
て
は
ベ
ス
ト
８
以
上
で
あ
っ
た

が
、
新
人
大
会
だ
け
は
こ
の
壁
を
破
れ
て

い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
今
回
は
ベ
ス
ト

８
入
り
を
最
低
目
標
と
し
て
取
り
組
ん
で

き
た
が
、
２
日
目
の
初
戦
で
鉾
田
一
高
に

３
番
勝
負
の
末
に
勝
利
し
、
念
願
の
ベ
ス

ト
８
入
り
を
果
た
し
た
。
新
人
大
会
で
は

初
の
ベ
ス
ト
８
、
初
の
県
選
抜
イ
ン
ド
ア

大
会
出
場
を
決
め
た
。
個
人
戦
は
ベ
ス
ト

８
の
う
ち
６
ペ
ア
が
霞
ヶ
浦
高
校
、
団
体

戦
も
強
豪
私
学
が
ひ
し
め
く
中
、
他
校
と

１年生安全体感研修

１年生社史見学

田中憲一執行役常務来校・講話

茨城県高校ソフトテニス新人大会 男子個人戦第2位

（
６
頁
の
続
き
）

（
８
頁
へ
続
く
）
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比
較
し
、
様
々
な
面
で
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
が
あ
る
中
で
、「
何
苦
楚
（
な
に
く
そ
）

精
神
」
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
選
手

を
讃
え
た
い
。
中
国
古
典
の
『
詩
経
』
に

は
、「
初
め
有
ら
ざ
る
な
し
克
（
よ
）
く

終
わ
り
有
る
鮮
（
す
く
な
）
し
」
と
あ
り
、

「
何
事
も
始
め
る
の
は
簡
単
だ
が
、
そ
れ

を
終
わ
り
ま
で
全
う
す
る
人
は
少
な
い
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
簡
単
に
物
事
を
諦

め
た
り
、
相
手
と
の
力
関
係
や
課
題
の
難

易
度
で
萎
え
て
し
ま
う
高
校
生
が
多
い
中
、

部
活
の
取
り
組
み
で
「
な
に
く
そ
」
と
踏

ん
張
り
、
継
続
す
る
力
を
つ
け
て
欲
し
い
。

近
年
、
部
活
動
の
あ
り
方
が
話
題
に
な
っ

て
い
る
が
、
人
間
力
の
向
上
を
『
目
的
』

と
し
、
そ
れ
が
競
技
結
果
『
目
標
』
に
つ

な
が
る
こ
と
を
信
じ
た
い
。

 

技
能
五
輪
全
国
大
会

         

電
気
溶
接
職
種
出
場

　

23
歳
以
下
の
若
手
技
能
者
の
日
本
一
を

決
め
る
大
会
で
あ
る
「
第
61
回
技
能
五
輪

全
国
大
会
」
の
電
気
溶
接
職
種
で
、
茨
城

県
代
表
と
し
て
３
年
溶
接
科
の
黒
田
大
貴

と
佐
藤
琉
の
二
名
が
出
場
し
た
。
千
葉
市

の
高
度
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
行

わ
れ
、
各
企
業
の
選
手
と
肩
を
並
べ
、
競

技
を
行
っ
た
。
在
校
中
に
出
場
す
る
こ
と

が
出
来
る
の
は
こ
の
一
度
だ
け
で
あ
り
、

約
２
年
間
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を
行
っ

て
き
た
の
で
、
二
人
と
も
か
な
り
緊
張
し

て
競
技
に
挑
ん
だ
。
競
技
が
進
む
に
つ
れ

て
落
着
き
を
取
り
戻
し
、
若
干
の
ミ
ス
は

あ
っ
た
が
、
練
習
の
成
果
を
出
し
て
、
時

間
内
に
課
題
を
作
成
、
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
今
回
の
出
場
を
目
指
す
に
当
た

り
、
一
般
の
部
活
動
と
並
行
し
て
練
習
に

取
組
む
特
別
活
動
と
し
て
、
時
間
が
十
分

に
取
れ
な
い
中
で
溶
接
が
上
手
く
行
か
ず

に
落
ち
込
む
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
強
い
意

志
で
出
場
を
果
た
し
た
。
本
番
で
今
で
き

得
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
今
後
、
本
人

た
ち
の
成
長
に
繋
が
る
に
違
い
な
い
。

３
年
溶
接
科　

黒
田　

大
貴

　

今
回
、
技
能
五
輪
を
経
験
し
て
、
様
々

な
方
々
と
繋
が
り
を
持
て
て
、
多
く
の

経
験
や
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ

ん
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
、
大
会
に

出
場
で
き
た
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
事
業
所
に
配
属
さ
れ

た
後
も
技
能
五
輪
で
金
メ
ダ
ル
を
目
指
し
、

挑
戦
を
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
一

日
一
日
を
大
切
に
し
て
、
結
果
で
皆
さ
ん

に
恩
返
し
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
技
能

五
輪
に
挑
戦
し
て
得
ら
れ
た
こ
と
を
、
会

社
で
の
生
活
に
も
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

３
年
溶
接
科　

佐
藤　

琉

　

私
が
技
能
五
輪
の
活
動
を
通
し
て
感
じ

た
こ
と
は
、
継
続
力
、
向
上
心
の
重
要
性

で
す
。
訓
練
で
は
同
じ
こ
と
を
何
度
も
繰

り
返
し
て
行
い
ま
す
。
そ
の
中
で
こ
の
二

つ
が
欠
け
て
し
ま
っ
て
い
る
と
、
技
能
は

な
か
な
か
向
上
し
て
い
か
な
い
と
感
じ
ま

し
た
。
工
場
に
行
っ
て
か
ら
も
技
能
五
輪

に
挑
戦
し
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
継
続
力
、
向
上
心
を
忘
れ
ず
に
練
習

を
し
て
金
メ
ダ
ル
を
目
指
し
ま
す
。
工
場

生
活
で
も
こ
の
二
つ
を
常
に
頭
に
入
れ
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

技
能
五
輪
全
国
大
会
見
学

　

生
徒
を
対
象
に
技
能
五
輪
全
国
大
会
の

見
学
を
実
施
し
た
。
11
月
10
日
に
は
、
１
、

２
年
生
の
溶
接
科
15
名
が
千
葉
県
の
高
度

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
電
気

溶
接
職
種
を
、
11
月
11
日
に
は
、
１
、
２

年
生
の
希
望
者
37
名
が
茨
城
県
の
佐
和
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
金
型
職
種
を
、
11
月
15
日
に

は
、
１
、２
年
生
の
機
械
科
38
名
が
同
じ

く
佐
和
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
セ
ン
タ
で
行
わ

れ
た
精
密
機
器
組
立
て
職
種
を
、
そ
れ

ぞ
れ
見
学
し
た
。
見
学
対
象
者
は
、
日

頃
、
学
ん
で
い
る
実
習
に
関
係
の
深
い
職

種
の
競
技
を
対
象
と
し
て
選
定
し
た
。
い

ず
れ
も
全
体
開
会
式
の
前
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
競
技
で
あ
っ
た
た
め
か
、
見
学
者
は

参
加
し
た
企
業
関
係
者
が
多
か
っ
た
が
、

全
国
大
会
独
特
の
張
り
つ
め
た
空
気
が
あ

り
、
見
学
し
た
生
徒
に
も
そ
の
緊
張
感
が

伝
わ
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
数
年
後
に
自

分
た
ち
が
全
国
大
会
に
出
場
す
る
イ
メ
ー

ジ
を
、
今
の
時
点
で
具
体
的
に
持
つ
こ
と

は
難
し
い
が
、「
挑
戦
し
て
み
た
い
」
と

の
声
も
多
く
聞
か
れ
た
。

日
専
祭
保
護
者
会

　

11
月
18
日
、
恒
例
行
事
で
あ
る
、
日
専

祭
保
護
者
会
を
開
催
し
た
。
今
年
度
も

在
校
生
家
族
の
み
の
入
場
と
し
た
が
、
家

族
ご
と
の
人
数
制
限
は
設
け
ず
、
４
年
ぶ

り
に
盛
大
に
実
施
で
き
た
感
が
あ
る
。
午

前
中
は
各
科
に
分
か
れ
た
実
習
授
業
参
観
、

体
育
館
で
の
全
体
会
お
よ
び
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
、
午
後
は
部
活
混
合
で
４
種
類

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
イ
ベ

ン
ト
は
全
て
生
徒
考
動
ア
ク
シ
ョ
ン
委
員

会
が
事
前
に
話
し
合
い
、
準
備
を
進
め
て

き
た
。
特
に
体
育
館
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
全

４
ク
ラ
ス
が
動
画
、
歌
、
ダ
ン
ス
等
を
交

え
、
素
晴
ら
し
い
発
表
を
披
露
し
た
。
締

め
く
く
り
は
、
日
工
同
窓
会
の
先
輩
方
に

よ
る
お
心
遣
い
の
抽
選
会
を
実
施
い
た
だ

き
、
全
員
に
品
物
が
行
き
渡
っ
た
。
秋
晴

れ
の
中
、
活
気
に
溢
れ
、
思
い
出
深
い
一

日
と
な
っ
た
。

新
任
者
紹
介

冨
田　

健
一
先
生

出
身
事
業
所

：

三

菱
重
工
業
（
株
） 

担
当

：

製
図
実
習

　

10
月
よ
り
三
菱

重
工
株
式
会
社
か
ら
出
向
に
て
異
動
し
、

日
専
校
で
働
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
初
め
て
教
育
の
現
場
に
入
る

こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
不
安
な
と
こ
ろ

は
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
生
徒
た
ち
と

一
緒
に
日
々
努
力
し
、
少
し
ず
つ
で
も
成

長
し
て
い
き
た
い
思
い
で
す
。
沢
山
の
卒

業
生
と
同
じ
よ
う
に
、
職
場
で
活
躍
で
き

る
人
財
を
送
り
出
せ
る
よ
う
努
め
て
参
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

技能五輪全国大会出場  左：黒田  右：佐藤

技能五輪全国大会見学

日専祭保護者会

（
７
頁
の
続
き
）
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小
平
浪
平
生
誕
地

　

ま
ず
、
生
家
向
か
い
の
合
戦
場
郵
便
局

の
駐
車
場
を
お
借
り
し
記
念
撮
影
。

　

生
家
入
口
で
は
、
昭
和
35
年
に
日
立
製

作
所
創
業
50
周
年
を
記
念
し
て
、
当
時
の

副
社
長
高
尾
直
三
郎
に
よ
り
建
立
さ
れ
た

「
小
平
浪
平
生
誕
地
の
碑
」

と
対
面
。

　

碑
の
後
ろ
に
据
え
ら
れ
た

小
平
浪
平
翁
が
神
峰
山
か
ら

日
立
の
街
並
み
を
眺
め
た
時

に
座
っ
た
石
「
浪
平
翁
パ

ワ
ー
ス
ト
ー
ン
」
に
触
れ
、

浪
平
翁
の
パ
ワ
ー
の
お
裾
分

け
を
い
た
だ
い
た
。

　

生
家
母
屋
の
裏
手
に
は
浪

平
翁
が
幼
少
期
に
使
用
し

た
「
勉
強
部
屋
」
が
現
存
し

て
お
り
、
今
は
日
立
オ
リ
ジ

ン
パ
ー
ク
内
に
復
元
さ
れ
て

い
る
「
創
業
小
屋
」
と
造
り

が
そ
っ
く
り
な
の
に
驚
か
さ

れ
た
。
こ
の
「
勉
強
部
屋
」

で
純
国
産
の
電
気
機
器
の
製

造
を
夢
見
て
い
た
と
思
う
と
、

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
が
し

た
。

小平浪平翁生家前にて

豪華な昼食

　

９
月
30
日
（
土)
、
本
部
会
員
運
営
委
員
会
発
足
30
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、「
小
平

浪
平
翁
生
誕
地
見
学
バ
ス
旅
行
」
が
行
わ
れ
た
。

　

今
泉
会
長
、
鈴
木
代
表
副
会
長
他
39
人
を
乗
せ
た
観
光
バ
ス
で
東
海
駅
、
大
み
か
駅
を

経
由
し
最
終
乗
車
地
の
日
立
駅
を
出
発
、
栃
木
県
都
賀
郡
合
戦
場
に
あ
る
「
小
平
浪
平
生

誕
地
」
へ
。
以
下
、
立
ち
寄
り
先
で
の
様
子
を
報
告
す
る
。

 

栃
木
市
立
文
学
館

　

栃
木
市
立
文
学
館
は
、
旧
栃
木
町
役
場

庁
舎
で
、
市
ゆ
か
り
の
作
家
の
作
品
や
資

料
を
展
示
し
て
お
り
、
１
階
に
は
市
史
に

足
跡
を
遺
し
た
先
人
の
展
示
や
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
小
平
浪
平
翁
に

関
す
る
書
籍
や
資
料
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
、
日
工
同
窓
会
で
所
有
し
て
い
る

書
籍
を
贈
呈
す
る
こ
と
に
な
り
、
管
理
者

の
小
平
浪
平
翁
記
念
会
・
大
川
吉
弘
会
長

に
今
泉
会
長
か
ら
目
録
の
贈
呈
式
が
行
な

わ
れ
た
。

【
栃
木
市
立
文
学
館
玄
関
前
に
て
】

最
前
列
左
よ
り
３
人
目
が
小
平
浪
平
翁
記

念
会
大
川
会
長
、
４
人
目
が
小
泉
会
長

 

岩
下
の
新
生
姜
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

岩
下
食
品
（
株)

の
企
業
博
物
館
。

　

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
も
お
馴
染
み
の
「
岩
下

の
新
生
姜
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示
・
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
楽
し
め
る
。

　

定
番
の
新
生
姜
の
酢
漬
け
の
他
、
刻
み

新
生
姜
の
ビ
ン
詰
め
や
新
生
姜
割
り
ハ
イ

ボ
ー
ル
等
も
あ
り
、
今
回
の
旅
行
の
お
土

産
と
し
て
人
気
で
あ
っ
た
。

 

足
利
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

　

時
期
的
に
見
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
無

か
っ
た
が
、
昼
食
場
所
と
し
て
立
ち
寄
り
、

園
内
を
散
策
し
た
。

 

史
跡
足
利
学
校

　

平
成
27
年
、
水
戸
弘
道
館
、
備
前
閑
谷

学
校
、
日
田
咸
宜
園
と
と
も
に｢

近
世
日

本
の
教
育
遺
産｣

と
し
て
日
本
遺
産
に
認

定
さ
れ
、
更
に
世
界
遺
産
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

日
本
最
古
の
学
校
と
し
て｢

自
学
自
習｣

の
精
神
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

　

帰
り
の

車
中
は
ア

ル
コ
ー
ル

も
入
り
、

和
気
あ
い

あ
い
の
雰

囲
気
の
中
、
カ
ラ
オ
ケ
が
始
ま
り
、
最
後

は
榊
原
愛
正
氏
（
53
卒)

の
ハ
ー
モ
ニ
カ

伴
奏
に
合
わ
せ
、
寮
歌
の
大
合
唱
で
今
回

の
バ
ス
旅
行
を
締
め
く
く
っ
た
。

　
　
　
　
　

 

記

：

戸
村　

紀
一
（
58
卒
）

足利学校門前で

足
利
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

岩
下
の
新
生
姜
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

史
跡
足
利
学
校

栃
木
市
立
文
学
館

小
平
浪
平
生
誕
地

「
小
平
浪
平
翁
生
誕
地
見
学
バ
ス
旅
行
」
行
わ
れ
る

本
部
会
員
運
営
委
員
会
発
足
30
周
年
記
念
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◇
第
一
部　

講
演
会

　

メ
イ
ン

と
な
る
講

演
会
に
つ

い

て

は
、

元
日
専
校

教
諭
の
行

田
豊
氏
を

講
師
に
迎
え
、「
人
生
百
年
時
代
、
如
何

に
生
き
る
べ
き
か
」（
副
題

－

幸
せ
・
健

や
か
さ
・
喜
び
・
楽
し
さ
を
求
め
て

－

）

と
題
し
た
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

　

行
田
氏
は
、
日
立
製
作
所
創
業
50
周
年

時
に
入
社
。
１
９
６
０
〜
６
８
年
の
９

年
に
亘
り
日
専
校
で
教
鞭
を
と
ら
れ
た
後
、

日
立
ラ
イ
フ
勤
務
を
経
て
、
日
立
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
の
社
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
。

　

２
０
２
１
年
に
６
社
に
及
ぶ
現
役
生
活

に
区
切
り
を
つ
け
て
、
現
在
は
日
立
市

社
会
教
育
委
員
会
議
議
長
、
茨
城
県
社
会

教
育
委
員
連
絡
協
議
会
理
事
他
の
要
職
を

担
っ
て
お
ら
れ
る
。

　

人
生
百
年
を
有
意
義
に
生
き
る
た
め
に

は
、
何
で
も
話
せ
る
友
を
持
つ
、
健
康
な

体
を
維
持
す
る
、
右
脳(

絵
画
的
、
直
感

的
、
総
合
的
な
判
断
を
つ
か
さ
ど
る)

を

活
性
化
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
説

か
れ
た
。

　

講
演
の
終
盤
で
は
、
行
田
氏
と
の
ジ
ャ

ン
ケ
ン
勝
負
で
行
田
氏
自
筆
の
色
紙
が
配

ら
れ
大
賑
わ
い
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
全
員
に
も
色
紙
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
、
盛
況
の
う
ち
に
講
演

会
が
終
了
し
た
。

◇
第
二
部　

懇
親
会

　

コ
ロ
ナ
禍
後
、
初
め
て
の
開
催
で
あ
り
、

懇
親
会
は
盛
大
に
行
い
た
い
と
の
企
画
小

委
員
会
の
思
い
が
表
現
さ
れ
た
素
晴
ら
し

い
懇
親
会
と
な
っ
た
。

　

従
来
は
、
つ
ま
み
は
ほ
と
ん
ど
が
乾
き

物
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
企
画
小
委
員

会
の
小
室
主
査
、
斎
藤
委
員
の
手
に
よ
る

お
で
ん
、
た
こ
焼
き
、
枝
豆
、
調
理
パ
ン
、

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
等
が
ず
ら
り
と
並
び
、
豪

華
な
懇
親
会
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
年
代
に
配
慮
し
、
椅
子
席
と
立

食
席
を
設
け
た
こ
と
で
、
ゆ
っ
く
り
く
つ

ろ
ぐ
先
輩
の
姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

11
月
11
日
（
土
）、｢
わ
が
宿
の
集
い｣

が
参
加
者
61
人
の
下
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

　

今
年
度
は
、
本
部
会
員
運
営
委
員
会
発
足
30
周
年
記
念
バ
ス
旅
行
が
実
施
さ
れ
た
た

め
「
わ
が
宿
の
集
い
」
は
、
今
回
の
１
回
の
み
と
な
る
こ
と
か
ら
、
企
画
小
委
員
会
を

中
心
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
内
容
の
濃
い
企
画
と
な
っ
た
。

　

３
年
ぶ
り
の
ア
ル
コ
ー
ル
の
入
っ
た
懇
親
会
で
は
、
久
し
振
り
に
校
歌
・
寮
歌
の
合

唱
が
同
窓
会
館
に
響
き
渡
っ
た
。

懇親会の前に同窓会館玄関前で

ジャンケンで行田氏自筆の色紙をゲット

手料理がずらり 手前が椅子席、奥が立食席 料理仕込み中

締めは恒例の校歌・寮歌 上野さん (46卒）の熱唱 講師の行田氏と

第 49 回
「わが宿の集い」

人
生
百
年
時
代
、如
何
に
生
き
る
べ
き
か

元
日
専
校
教
諭
の 

行
田 

豊
氏
が
講
演

３
年
振
り
、懇
親
会
も
盛
大
に
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10
月
13
日
（
金
）、
日

立
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
お
い

て
第
26
回
Ｎ
Ｓ
会
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
が
行
わ
れ
た
。

　

晴
天
、
無
風
、
さ
わ
や

か
な
気
温
の
も
と
21
名
が

参
加
し
学
生
時
代
の
先

輩
・
後
輩
の
垣
根
を
乗
り

越
え
、
和
気
あ
い
あ
い
の

雰
囲
気
で
ゴ
ル
フ
を
楽
し

ん
だ
。

　

プ
レ
ー
後
に
は
３
年
ぶ

り
に
参
加
者
全
員
で
の
表

彰
式
が
復
活
。
優
勝
他
飛

び
賞
、
参
加
賞
等
の
表
彰

が
行
わ
れ
た
。

　

成
績
は
以
下
の
通
り
。

優　

勝

：

藤　
　

良
典
氏

　
　
　
　
　
　
　

（
54
卒
）

準
優
勝

：

大
森　

晴
男
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
54
卒
）

第
３
位

：

石
井　
　

浩
氏 

（
58
卒
）

ベ
ス
グ
ロ

：

大
森　

晴
男
氏　

84
打

　

今
回
、
卒
回
毎
で
最
多
４
人
が
参
加
し

た
46
回
卒
が
６
〜
９
位
を
独
占
す
る
珍
事

が
あ
り
、
表
彰
式
の
話
題
を
さ
ら
っ
た
。

　

第
６
位

：

飛
田　

信
博
氏 

（
46
卒
）

　

第
７
位

：

永
盛　

栄
一
氏 

（
46
卒
）

　

第
８
位

：

上
野　
　

武
氏 

（
46
卒
）

　

第
９
位

：

渡
邉　

一
雄
氏 

（
46
卒
）

　

Ｎ
Ｓ
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
、
実
施
の
た

び
に
参
加
者
数
が
減
少
し
て
お
り
、
今
年

度
、
新
た
な
企
画
と
し
て
第
１
回
を
開
催

し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
へ
の
参
加
を
呼

び
か
け
、
次
回
の
再
会
を
期
し
て
散
会
し

た
。企

画
小
委
員
会
主
査　

小
室　

道
男
（
59
卒
）

　

去
る
10
月
16
日
（
月
）
〜
17
日
（
火
）
に
、

「
い
こ
い
の
村
涸
沼
」
に
お
い
て
、
第
16

回
「
三
九
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

「
三
九
会
」
は
、
昭
和
39
年
の
第
49
回

卒
業
の
溶
接
科
の
仲
間
が
集
う
ク
ラ
ス
会

で
あ
る
。
現
役
時
代
に
は
、「
溶
接
科
ク

ラ
ス
会
」
と
い
う
名
称
の
も
と
に
集
ま
っ

て
い
た
が
、
定
年
退
職
を
迎
え
た
17
年
前

に
、
大
半
の
仲
間
が
日
立
で
定
年
を
迎
え

た
訳
で
も
な
い
の
で
、
名
称
を
変
え
よ
う

と
な
っ
た
。

　

本
来
な
ら
、「
四
九
会
」
と
称
す
る
の

が
自
然
で
あ
る
が
、「
四
苦
八
苦
」
を
連

想
し
た
り
、日
本
人
の
忌
み
数
字
の
「
４
」

と
「
９
」
が
重
な
り
、読
み
と
な
る
と
「
シ

グ
カ
イ
」
と
か
「
ヨ
ン
キ
ュ
ウ
カ
イ
」
と

な
っ
て
、
あ
ま
り
語
呂
も
よ
く
な
い
。

　

そ
こ
で
卒
業
年
の
昭
和
39
年
に
ご
縁
を

頂
き
、
あ
ら
ゆ
る
事
に
感
謝
す
る
と
い
う

意
味
を
込
め
て
「
三
九
会
」
と
す
る
こ
と

と
し
た
。

　

第
49
回
卒
業
の
同
期
会
は
、「
サ

ン
キ
ュ
ウ
会
」
と
称
し
て
区
別
し

て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
命
名
に
は
、
第
39
回

卒
業
の
先
輩
の
方
々
が
集
う
「
讃

求
会
」
と
発
音
が
同
じ
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
、
当
時
の
会
長
で
あ
っ

た
今
は
亡
き
篠
木
先
輩
に
事
情
を

話
し
て
、
ご
理
解
を
い
た
だ
い
た

こ
と
も
懐
か
し
い
思
い
出
で
あ
る
。

　

さ
て
、
卒
業
時
に
は
43
名
い
た

「
溶
接
科
」
の
仲
間
も
、
状
況
が
把

握
で
き
て
い
る
だ
け
で
も
既
に
９

名
が
物
故
者
と
な
っ
て
い
る
。
今

年
も
、
毎
回
、
返
信
を
い
た
だ
い

て
い
る
26
名
に
案
内
を
出
し
た
と

こ
ろ
、
行
田
先
生
を
含
め
て
10
名

の
参
加
と
な
っ
た
。

　

年
々
参
加
者
が
少
な
く
な
っ
て

来
て
い
る
が
、
入
浴
時
に
は
、
日
専
寮
で

の
浴
場
の
話
題
に
な
り
、
一
気
に
十
代
の

青
春
を
取
り
戻
す
こ
と
が
出
来
た
。
こ
れ

が
ク
ラ
ス
会
の
醍
醐
味
で
も
あ
る
。

　

夜
の
懇
親
会
で
は
、
物
故
者
の
冥
福
を

お
祈
り
し
な
が
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
近

況
報
告
に
な
る
と
、
今
ま
で
は
、
わ
が
身

の
病
気
の
話
が
自
慢
話
の
よ
う
に
報
告
さ

れ
た
が
、
今
回
は
様
子
が
違
っ
て
き
た
。

　

そ
れ
は
、
中
田
君
が
ご
先
祖
様
の
ル
ー

ツ
を
調
査
し
て
い
る
と
い
う
話
を
し
た
こ

と
か
ら
流
れ
が
変
わ
っ
て
、
そ
の
流
れ
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
苗
字
の
ル
ー
ツ
や
出

身
地
の
話
が
中
心
と
な
り
、
今
ま
で
に
な

く
盛
り
上
が
っ
た
。

　

い
つ
も
は
、
行
田
先
生
の
話
が
中
心
に

な
っ
て
い
た
感
じ
で
あ
っ
た
が
、
今
回

は
、
自
分
の
ル
ー
ツ
に
関
す
る
話
題
が
多

く
な
っ
た
状
況
で
も
あ
っ
た
。

　

二
次
会
で
は
、
石
巻
市
か
ら
参
加
す
る

城
間
君
が
毎
回
持
参
す
る
「
蒲
鉾
」
を
口

に
、
夜
遅
く
ま
で
四
方
山
話
に
花
が
咲
い

た
。

　

翌
日
の
朝
に
は
、
今
回
は
参
加
で
き
な

い
か
ら
と
い
う
事
で
、
帯
広
市
在
住
の
菊

池
君
が
、
各
人
分
を
送
っ
て
く
れ
た
北
海

道
の
「
六
花
亭
」
の
銘
菓
と
こ
れ
か
ら
の

「
元
気
の
糧
」
を
手
土
産
に
、
お
互
い
に

元
気
で
来
年
も
再
会
す
る
事
を
約
し
て
散

会
し
た
。

　

最
後
に
一
句
、

　

「
冥
福
を 

祈
り
始
ま
る 

ク
ラ
ス
会

　
　
　
　
　

年
々
減
る
は 

参
加
人
数
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

：

鈴
木　

利
文

第26回「NS会ゴルフコンペ」開催される!
― 3年ぶりに表彰式（懇親会）も実施 ―

左から石井氏、藤氏、大森氏

49
回
卒

溶
接
科
ク
ラ
ス
会
「
三
九
会
」

ル
ー
ツ
探
し
で
盛
り
上
が
る



No.461（12）これからの新しい楽しみを求めて活動する本部会員の頁

（９月15日に行われた2023年度前期「運営会議」で報告されたものです。）

◆39卒（矢代　克己）
　　讃求会は、8年前の傘寿記念の総会を最後に解散し、
有志で活動することにして、東京在住の仲間のお世話に
なり、3回ほど｢東京ぶらり旅｣を実施してきた。
　　今回、新型コロナウイルス対応が五類に移行して、活
動がし易くなったのを受けて、4年ぶりに「ぶらり旅」
を近場の会員で実施した。今回、私は都合で参加できな
かったが、日立「オリジンパーク」の見学を主にして、
その後母校に立ち寄り「八紘ケ丘」に思いを馳せ、天地
閣で懇親の会食をした。今回はすべてタクシーを貸切っ
ての移動とした。
　　開催案内を出した当初は10人ほどの参加希望者がい
たが、当日は4人になってしまった。本人の健康状況も
あるが、高齢になると連れ合いの健康上、状況により行
動は制約される面が出てくる。
　　懇親食事の際にはこれからも動ける会員で無理のない
範囲で集まろうとなった。
◆43卒（綿引　明）
　　行事としては、年2回・春秋のゴルフのみ継続中。常
陸太田のグランドスラムCCにて参加者10人前後、今秋
は、10/5実施予定。
◆45卒（田所　賢二）
1．4年ぶりに第11回目の同期会を実施
　令和5年6月26日「ホテル テラス ザ スクエア日立」で
28人が参加して開催。遠くは静岡、東京からも参加した。
　　尚、我々も82歳を迎え体力、健康を含め諸般の事情
で皆が一堂に会する困難ではないかとの理由で今回をも
って同期会は一応最終回とすることとした。
2．同期会ゴルフ
　定期的に日立近辺のゴルフ場で開催。参加者は8～10人。
◆47卒（川村　豊）
　　2023年5月18日、久慈サンピア日立にて傘寿を祝う
会を開催した。
　　対象者は、退職時に国分・大みか・日研に在籍の13
人で9人が出席した。
　　纏め役は、発足時(20人)から瀬谷武司さんにお願い
しており、感謝また感謝である。
◆49卒（鈴木　利文）
1．49回卒同期会「喜寿の集い」を開催
　実施日：令和5年2月10日(金)、
　場　所：ホテル テラス ザ スクエア日立
　参加者：行田先生を含め28人（詳細内容は会報458号　
　　　　参照）
2．ゴルフ交流会（サンキュウ会コンペ）⇒年4回程度開催
　第31回(R5.1.12） オーシャンゴルフで9人
　第32回(R5.4.6） オーシャンゴルフで7人
　第33回(R5.7.6） オーシャンゴルフで8人
　第34回(R5.10.5） オーシャンゴルフで予定
3．幹事会の開催：会場は同窓会館や飲食店を利用
　　同期会の幹事（7人）は、各種打合せや懇親を深める
ために年4回程度開催している。今年は1/17、3/21、
8/22、10/5(予定)に開催
4．その他
　　溶接科クラス会として現役時代から交流していたが、
定年退職を機に｢三九会｣として再スタート。コロナ禍で
一時の中断はあるものの今年の10/16には、第16回の
集いを「いこいの村涸沼」にて開催予定。
◆51卒（金澤　和彦）
　　6/17（土）水戸で7人が参加して幹事会を実施した。
その席上で久し振りに同期会を実施しようとの提案があ
り、常陸大宮市の秘境の宿「湯の澤鉱泉」で10/20一泊
同期会を決定。現在、出欠確認中です。
◆53卒（榊原　愛正）
　　毎年の様に同期会を実施していたものの、長い間ご無
沙汰していると気力が萎えてしまった感がする。
　　最近、何人かの同期生から「早くやれ」と言われ、重
い腰を上げねばと思っている。ただ以前に比べ体調の悪
い同期生が多くなり、参加者はかなり減るのではと危惧
しているが、後期高齢者となる年齢となり気にしないで

実施したい。コロナ感染者数が気になるが今年度中には
是非実施したい。
◆55卒（梶山　義一）
　　幹事６人による『どうする第9回同期会開催打合せ』
　・3/10・11 ～ 6/6まで5回実施
　・5/9には佐和駅前にて旅割セーフ、補助金利用可確認
　・6/23・24『鵜の岬』18人出席で開催できた。
　・7/3次回幹事会計画開始し、9/22・23奥鬼怒川温泉
　　「加仁湯」予約完了
◆57卒（石井　保）
　　同窓会活動ご苦労様です。コロナ禍の中でもゴルフ同
期会を開催している。
　　古希の年齢になり健康維持に毎月月末に開催致してい
る。参加者募集中。幹事長「緑川」又は、「石井」まで。
◆59卒（小室　道男）
　　2022年11月12日（土）～13日（日）国民宿舎「鵜の岬」
にて4年振りに59回卒同期会を開催。
　　当時は、地域旅行支援を活用して格安にて開催する事
が出来た。
　　新型コロナ感染を考慮して「カラオケ無し」等対策を
講じた。
　　新型コロナ感染を心配して家族の反対等を受け前回よ
り7人減の参加者20人で開催。
　　2023年は、開催行事なし。
　　次回、2024年11月開催予定だが、ホテル価格の高騰
により開催場所を検討中。
　＊「1回/2年なので、豪華にやりたい」と「格安にして
　参加者を増やしたい」と意見が分かれている。
◆61卒（児島　強）
　　今年に入り、コロナ禍が小康状態となってから、活動
を開始。
　　4月15日（土）に懇親会を兼ね、幹事会を日立市居酒屋
寧々屋で開催した。
　　今後の計画として、①同期会総会の開催について、②同
期会ゴルフについて（61回杯）、③その他（消息と連絡
先把握、本部会員への加入）等々について議論を行った。
　　次回幹事会は、10月14日開催予定であり、更に、議
論を深めていく。また、10月のNS会ゴルフは1チーム
参加予定にある。
◆63卒（箭内　光人）
　　63回卒は、丁度コロナ感染が始まった2020年3月に
60歳定年を迎えた。
　　これまで全体で集まったことはなく、第1回全体集会
を開催すべく下記日程で幹事会を開催した。
　第1回：2020年9月5日（土）
　「ハルモニア」、参加者：（宮本）(大町）(箭内）
　第2回：2020年10月3日（土）「虎徹」
　第3回：2020年11月7日（土）「虎徹」
　第4回：2023年4月22日（土）「冨屋」
　　一般的にはコロナ前の行事に戻りつつあるが、もう少
し落ち着いた時点で第1回63回卒全体集会を開催した
い。目標は、12月の忘年会の時期。
◆65卒（堀江　弘昭）
　同期会ゴルフ
　 4/28　石岡ゴルフ倶楽部　14人参加
　 7/22　グランドスラム　　12人参加　　　　
　10/14　桂ケ丘カントリー　8人参加予定
　同期懇親会
　 7/28　事業所幹事会・懇談会を実施
　　　　　（大みかアンブロッシェで8人参加)し、今年度
　　　　は同期会開催を決定。
　10/27　勝田「いさみ」で実施すべく近々案内発行予定。

同期会活動報告（奇数卒回）

― 編集小委より ―

　9月15日の運営会議で報告された内容であり、本ペー

ジ内の「計画」や「予定」としていたことが既に実施済み

となっていることがあります。
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【
新
し
い
校
舎
と
寮
舎
】

　

１
９
３
９
（
昭
和
14
）
年
、

芝
内
の
山
手
工
場
の
一
角
に

あ
っ
た
日
専
校
は
、
校
舎
、
寮

舎
と
も
に
狭
隘
と
な
り
、
新
し

い
場
所
へ
の
移
転
が
検
討
さ
れ

て
い
た
。
候
補
地
は
海
に
臨
ん

だ
八
反
原
（
現
在
の
国
分
工
場

付
近
）
と
山
側
の
成
沢
と
に
絞

ら
れ
た
が
、
最
終
的
に
成
沢
の

土
地
３
万
坪
を
購
入
し
て
、
新

校
舎
の
建
設
が
開
始
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
１
９
４
０
（
昭
和
15
）

年
３
月
に
は
ほ
ぼ
完
成
し
、
移

転
を
行
な
っ
た
。

　

新
し
い
校
舎
と
寮
舎
の
概
要

は
次
の
通
り
で
あ
る
。
校
舎
は

二
階
建
一
棟
675
坪
、
体
操
場
は

平
屋
建
一
棟
135
坪
、
寮
舎
は
、

生
徒
寮
二
階
建
二
棟
496
坪
、
事

務
寮
二
階
建
一
棟
270
坪
、
食
堂
平
屋
建
一

棟
208
坪
、
浴
場
平
屋
建
一
棟
80
坪
、
そ
の

他
、
賄
員
宿
舎
、
倉
庫
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

移
転
当
時
、
建
物
は
ま
だ
完
全
に
は
で

き
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
生
徒
た
ち
の
朝

の
洗
面
は
学
校
の
下
を
流
れ
る
鮎
川
ま
で

行
っ
て
い
た
。
水
道
も
山
の
湧
水
を
タ
ン

ク
に
上
げ
た
自
家
用
の
簡
易
水
道
だ
っ
た

の
で
、
味
噌
汁
の
中
に
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ

が
入
っ
て
い
た
と
い
う
話
も
あ
る
。

【
学
校
創
立
30
年
、
校
舎
新
築
落
成
会
】

　

成
沢
の
地
に
新
校
舎
が
完
成
、
学
校
創

立
30
年
に
当
り
、
新
築
落
成
も
記
念
し

て
、
第
９
回
生
徒
成
績
品
展
覧
会
も
開
催

さ
れ
た
。
新
校
舎
は
関
東
以
北
随
一
の
規

模
と
施
設
を
誇
り
、
海
軍
大
将
、
陸
軍
大

臣
、
司
法
大
臣
、
侍
従
な
ど
、
当
時
の
要

人
が
相
次
い
で
視
察
に
訪
れ
た
。

　

こ
の
新
校
舎
か
ら
初
め
て
卒
業
し
た
28

卒
緑
川
勝
弥
氏
の
自
分
誌「
轍（
わ
だ
ち
）」

が
日
専
校
に
寄
贈
さ
れ
て
あ
る
。
こ
の
中

に
、
当
時
の
生
徒
の
状
況
、
芝
内
か
ら
成

沢
の
新
校
舎
へ
の
引
っ
越
し
、
生
徒
成
績

品
展
覧
会
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
抜
粋
要

約
し
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

『
新
し
い
仲
間
は
総
勢
200
名
で
あ
っ

た
。
こ
の
仲
間
は
日
立
を
中
心
と
す
る
茨

城
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
、
長
野
、
栃
木
、

山
梨
の
各
県
か
ら
集
ま
っ
た
秀
才
た
ち
で

あ
っ
た
。
能
力
を
持
ち
な
が
ら
経
済
的
な

事
情
で
上
級
学
校
へ
進
学
で
き
な
か
っ
た

者
や
、
体
育
が
不
得
意
で
師
範
学
校
を
諦

め
た
者
な
ど
で
あ
っ
た
。
出
身
地
別
で

は
、
日
立
市
30
％
、
多
賀
郡
19
％
、
久
慈

郡
17
％
、
那
珂
郡
10
％
、
西
茨
城
郡
５
％
、

東
茨
城
郡
５
％
、
新
治
郡
４
％
、
水
戸
・

土
浦
・
稲
敷
・
結
城
・
鹿
島
の
各
市
郡
の

合
計
４
％
、
茨
城
県
外
６
％
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
15
年
４
月
、
私
は
待
ち
焦
が
れ

て
い
た
最
上
級
生
に
進
級
し
た
。
そ
し

て
、
か
ね
て
成
沢
地
区
に
造
成
中
の
新
校

舎
、
寮
舎
へ
移
転
す
る
日
が
や
っ
て
き
た
。

寝
具
一
式
、
柳
行
李
ひ
と
つ
は
ト
ラ
ッ
ク

に
積
み
、
教
科
書
、
ノ
ー
ト
、
イ
ン
ク
瓶

の
類
は
竹
刀
に
く
く
り
付
け
、
肩
に
担
ぎ
、

松
並
木
の
陸
前
浜
街
道
（
国
道
６
号
）
の

砂
利
道
を
南
へ
下
っ
た
。
３
キ
ロ
あ
ま

り
の
道
程
は
期
待
と
希
望
に
満
ち
て
晴
れ

が
ま
し
く
、
遠
足
に
似
た
楽
し
い
気
分
で

あ
っ
た
。
何
よ
り
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
こ

の
丘
の
上
か
ら
眺
め
る
日
の
出
の
光
景
が

素
晴
ら
し
か
っ
た
こ
と
、
新
鮮
な
空
気
を

胸
一
杯
に
呼
吸
で
き
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
幸
運
で
あ
っ
た
の
は
、
こ
の
新
校

舎
か
ら
初
め
て
の
卒
業
生
と
し
て
送
り
出

し
て
も
ら
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
み
ど
り

に
包
ま
れ
た
眺
望
絶
佳
の
地
は
最
高
の
教

育
的
環
境
に
あ
っ
た
。
成
沢
の
丘
に
そ
び

え
立
つ
、
新
校
舎
、
寮
舎
は
当
時
の
学
校

施
設
と
し
て
は
極
め
て
斬
新
な
も
の
で

あ
っ
た
ら
し
く
、
関
係
者
の
見
学
、
来
訪

が
相
次
い
だ
。

　

秋
も
深
ま
る
こ
ろ
、
学
校
創
立
30
周
年

並
び
に
新
築
落
成
記
念
と
銘
打
っ
て
、
第

９
回
生
徒
成
績
品
展
覧
会
が
新
校
舎
で
行

わ
れ
た
。
期
間
は
１
週
間
で
あ
っ
た
。
一

般
の
学
校
の
展
覧
会
と
異
な
り
、
生
徒
の

実
習
先
で
あ
る
職
場
の
作
品
や
製
品
そ
の

も
の
の
展
覧
会
で
あ
っ
た
。
展
覧
会
の
通

知
は
生
徒
の
父
兄
へ
出
て
お
り
、
開
会
当

日
か
ら
多
く
の
父
兄
た
ち
が
木
の
香
も
新

し
い
成
沢
の
新
校
舎
に
参
集
し
た
』

※
本
連
載
で
は
日
工
同
窓
会
報
（
記
念
会

　

報
含
む
）
か
ら
引
用
す
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す

【
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

歴
史
写
真
館 

ユ
ー
ザ
ー
名 

パ
ス
ワ
ー
ド
】

ユ
ー
ザ
ー
名

：

ｒ
ｅ
ｋ
ｉ
ｓ
ｈ
ｉ

パ
ス
ワ
ー
ド

：

ｏ
ｂ
ａ
ｎ
１
０
０

日専校歴史写真【11】「芝内から成沢へ 創立30年二代目校舎新築」1940（昭和15）年

1939（昭和14）年７月　二代目校舎新築作業

1940（昭和15）年　新しい校舎と寮を臨む 1940（昭和15）年　二代目校舎

1940（昭和15）年　校舎新築落成会

1940（昭和15）年　新しい体育館でラジオ体操する生徒たち
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職

制

任

用

◎
鉄
道
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト　

Ｒ
ａ
ｉ
ｌ 

　

Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
ｏ
ｌ 

信
号
シ
ス
テ
ム
品
質
検
証
部

　

地
上
シ
ス
テ
ム
品
質
検
証
グ
ル
ー
プ
主
任
技
師

鈴
木　

裕
之
氏

（
84
卒
・
水　

戸
）

　

23
・
10
・
1
付

表
　

　

彰

◎
結
婚

　
　

お
め
で
と
う

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

◎
定
年
退
職

　
　

ご
苦
労
さ
ま

　
　
　
　

で
し
た

 

会
員
逝
去

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

ご
家
族
逝
去

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

年
末
を
迎
え
る
こ
の
時
期

▼
今
年
は
暑
い
日
が
長
く

続
き
、
一
気
に
寒
い
時
期

と
な
り
、「
秋
」
無
し
の

季
節
の
よ
う
で
あ
る
▼
一
方
で
毎
年
熱

い
こ
の
時
期
は
会
報
記
載
の
技
能
五
輪
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
？
毎
年
思
う
が
後
輩
た

ち
の
活
躍
に
は
脱
帽
以
外
無
い
。
こ
の
熱

意
、
取
組
姿
勢
は
、
定
年
ま
で
干
支
ひ
と

回
り
と
な
っ
た
自
分
へ
の
仕
事
に
打
ち
込

む
熱
意
の
着
火
剤
に
な
っ
て
く
れ
て
い
る

▼
頑
張
っ
て
い
る
後
輩
た
ち
に
負
け
ぬ
よ

う
、
健
康
は
も
ち
ろ
ん
体
力
維
持
に
努
め

た
い
と
思
う　
　
　
　
　
　
　
　

（
の
り
）

▼
技
能
五
輪
全
国
大
会
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
に
よ
り
、
直
近
３
大
会
で
関
係
者
以
外

の
入
場
制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
▼

無
観
客
の
大
会
と
言
え
ば
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
観
戦
す
る

側
と
し
て
は
や
は
り
盛
り
上
が
り
に
欠
け

る
印
象
は
否
め
な
か
っ
た
▼
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
５
類
移
行
に
よ
り
、

第
61
回
技
能
五
輪
全
国
大
会
は
４
年
振
り

に
入
場
制
限
の
無
い
大
会
開
催
と
な
っ

た
。
会
場
に
は
選
手
の
家
族
と
思
わ
れ
る

方
や
、
見
学
の
中
学
生
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
高
校
生
な
ど
、
多
く
の
観
客
の
来
場
に

よ
り
、
賑
や
か
な
大
会
が
戻
っ
て
き
た
▼

一
方
、
参
加
選
手
の
多
く
は
有
観
客
で
の

大
会
経
験
が
な
く
、
雰
囲
気
の
違
い
に
戸

惑
い
、
力
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
ケ
ー
ス

も
あ
っ
た
だ
ろ
う
▼
当
た
り
前
の
日
常
に

感
謝
し
つ
つ
、
参
加
選
手
の
健
闘
を
讃
え

た
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
昇
）

◎
ｘ
Ｅ
Ｖ
生
産
本
部
第
一
製
造
部

　

第
三
製
作
課
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

岸
本　

恭
典
氏

（
85
卒
・
佐　

和
）

　

23
・
10
・
1
付

内
海
充
月
輝
氏
（
102
卒
・
日　

立
）
23
・
9
・
1

　
　

帆
乃
夏
さ
ん
と

外
園　

将
汰
氏
（
103
卒
・
厚　

木
）
23
・
9
・
18

　
　

め
ぐ
み
さ
ん
と

芳
賀
龍
太
朗
氏
（
99
卒
・
日
立
パ
ワ
ー
）
23
・
10
・
29

　
　

琴
実
さ
ん
と

草
野　

和
平
氏
（
67
卒
・
日　

立
）
23
・
8
・
31

道
上　

俊
也
氏
（
67
卒
・
日　

立
）
23
・
8
・
31

斉
藤　

達
洋
氏
（
67
卒
・
日　

立
）
23
・
8
・
31

宇
佐
美
弘
昭
氏
（
67
卒
・
大
み
か
）
23
・
8
・
31

大
澤　

利
夫
氏
（
67
卒
・
佐　

和
）
23
・
8
・
31

蓮
田　

広
美
氏
（
67
卒
・
日　

立
）
23
・
9
・
30

佐
藤　

文
夫
氏
（
67
卒
・
佐　

和
）
23
・
9
・
30

本
間　

雅
彦
氏
（
67
卒
・
佐　

和
）
23
・
9
・
30

丹
治　

一
敏
氏
（
67
卒
・
佐　

和
）
23
・
9
・
30

志
賀　

久
敏
氏
（
67
卒
・
水　

戸
）
23
・
9
・
30

大
部　

照
男
氏
（
67
卒
・
日　

立
）
23
・
10
・
31

廣
木　

康
弘
氏
（
67
卒
・
水　

戸
）
23
・
10
・
31

佐
藤　

秋
男
氏
（
67
卒
・
水　

戸
）
23
・
10
・
31

◎
退
職

加
藤　
　

毅
氏
（
69
卒
・
日　

立
）
23
・
8
・
31

小
室　

光
徳
氏
（
70
卒
・
国　

分
）
23
・
8
・
31

八
巻　

義
和
氏
（
76
卒
・
国　

分
）
23
・
8
・
31

鈴
木　
　

諒
氏
（
96
卒
・
佐　

和
）
23
・
9
・
30

白
川　

壮
基
氏
（
106
卒
・
下　

館
）
23
・
9
・
30

◎
職
場
変
更

助
川　
　

実
氏
（
67
卒
・
国　

分
）
23
・
10
・
1

　

国
分
支
部
↓
那
珂
支
部
へ

中
宮　
　

修
氏
（
74
卒
・
国　

分
）
23
・
10
・
1

　

国
分
支
部
↓
那
珂
支
部
へ

大
津　
　

健
氏
（
95
卒
・
国　

分
）
23
・
10
・
1

　

国
分
支
部
↓
水
戸
支
部
へ

石
井　
　

瞬
氏
（
98
卒
・
那　

珂
）
23
・
10
・
1

　

国
分
支
部
↓
那
珂
支
部
へ

内
藤　

滉
貴
氏
（
101
卒
・
国　

分
）
23
・
10
・
1

　

国
分
支
部
↓
日
立
支
部
へ

山
形　

海
斗
氏
（
104
卒
・
国　

分
）
23
・
10
・
1

　

国
分
支
部
↓
日
立
支
部
へ

菅
谷　

竜
正
氏
（
105
卒
・
国　

分
）
23
・
10
・
1

　

国
分
支
部
↓
日
立
支
部
へ

長
山　
　

玄
氏
（
106
卒
・
国　

分
）
23
・
10
・
1

　

国
分
支
部
↓
那
珂
支
部
へ

福
島　

芽
緯
氏
（
108
卒
・
国　

分
）
23
・
10
・
1

　

国
分
支
部
↓
日
立
支
部
へ

◎
本
部
会
員

篠
原　
　

一
氏
（
51
卒
）　
　
　
　

23
・
8
・
30

秋
山　

哲
男
氏
（
40
卒
）　
　
　
　

23
・
9
・
23

佐
川　
　

幸
氏
（
32
卒
）　
　
　
　

23
・
10
・
29

羽
根
田
義
博
氏
（
74
卒
・
佐　

和
）
ご
母
堂
23
・
8
・
23

◎
電
気
・
電
子
コ
ー
ス

　

山
﨑　

大
樹
氏
（
106
卒
・
大
み
か
）

　

鈴
木　

尋
斗
氏
（
104
卒
・
那　

珂
）

　

富
田　

慎
也
氏
（
104
卒
・
那　

珂
）

　

橋
本　

紘
明
氏
（
104
卒
・
佐　

和
）

　

小
野　

真
瞳
氏
（
107
卒
・
那　

珂
）

◎
機
械
コ
ー
ス

　

吉
田　

大
樹
氏
（
100
卒
・
日　

立
）

　

塩
澤　

隼
人
氏
（
103
卒
・
土　

浦
）

　

桐
木
平
龍
之
介
氏
（
104
卒
・
建　

機
）

　

塚
本　

夏
輝
氏
（
105
卒
・
日　

立
）

　

西
田　

駿
真
氏
（
105
卒
・
土　

浦
）

◎
管
理
コ
ー
ス

　

鈴
木　

美
希
氏
（
105
卒
・
建　

機
）

65
期「
日
工
専
研
修
」合
格
者

◎
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
（
現
代
の
名
工
）

◎
令
和
５
年
度
茨
城
県
表
彰

 

・
特
別
功
労
賞
表
彰
（
産
業
の
振
興
）

 

・
知
事
奨
励
賞
表
彰
（
産
業
の
振
興
）

 

・
功
績
者
表
彰
（
個
人
） 渡

辺　

誠
二
氏

（
70
卒
・
日　

研
）

高
橋　
　

忍
氏

（
72
卒
・
那　

珂
）

高
柳　

哲
也
氏

（
104
卒
・
日　

立
）

塩
澤　

隼
人
氏

（
103
卒
・
土　

浦
）

児
島　
　

強
氏

（
61
卒
・
本
部
会
員
）


